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何
年 か 前のあ る 日曜 日， 私 はアイ

ダホの小さ な町の， ある ステー

キ部長 の家 で朝 を迎 え ました。 朝 の祈

りの前 に家族 が そろ って，聖典 を少 し

読 み ま した。 その時読 んだ聖 句の中 に，

ヨハ ネ12：24の イ エ スのみ言葉 があ り
1

ま す。「よくよ くあ なたがた に言ってお

く。一 粒の麦 が地 に落 ちて死 ななけれ

「自分 の命 を

救 おうと思 う者 は」
第二副管長 ゴー ドン・B・ ヒンク レー

地にまかれ，死ななければ，種が実を結ば

ないように，私たちも自分の命を捨て，奉

仕することによって生きなければならない。
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一 一 「自分の命を救おうと思うものは」麟 欝 輪蘇

ば， それは ただ一粒 のまま である。 し

か し， もし死 んだ なら， 豊か に実 を結

、ζミよう にな る。」

ここで主 が， 来 るべき御 自身の死 に

つ いて語 られた ことに疑 いの余 地 はあ

りません。死 な く して，御 自身 に課 せ

られた使命 は何 も果 たせ ない という こ

とを言われ たの です。 しか し， この言

葉 の 中には， もうひ とつ別 の意味 があ

ります。主 は私 たち一 人一 人 に， 自分

を捨て て他 の 人のため に働 くの でなけ

れば， 人生 には何 の意義 もない とい う

ことを言って おられ るよう に思 え ます。

それ は， 主が次 の ように言葉 を続け て

お られ る ことか らもわ かる と思 い ます。

「自分 の命 を愛 す る れ を い，

この世で自 の命 種む者は， それを

保 って永遠 のAに 広 であ ろう。」(ヨ

ハネ12125)ル カ による福 音書 には 「自じん

分 の命 を救 お うとする もの は， それ を

失 い， それ を失 う ものは，保 つ のであ

る」(ル カ17：33)と 書 かれ てい ます。

別 な言 い方 をす る と， 分 の こと ざけ

えて き る人は衰 え，螂

が ことを'忘れ て人の ために 動

過 現 ワお いて も永遠 の世 に

お い も准・繍 して い くという フと

です。

私が 泊 まらせ て もら った家 の主で あ

るそのステー キ部 長 は， そ の 日の午前

中， ステー キ部 大会 におい て，13年 に

わた って忠実 に務 めて きた責任 を解 か

れ ま した。す べて の人が心 か らの愛 ξ

感謝 の気持 ちを表わ しま したが， それ

は彼が 金持 ちだ ったか らで も，優 れ た

実業家 だ ったか らで もあ りませ ん。 彼

が行 なって きた素晴 ら しい奉仕 の業 の

故 だったの です。 彼 は 自分 自身の こ と

は，忘れ て， 寒暑 を問 わず， 人々の ため

に奔 走 しま した。 実 際，彼 が他 の人の

た めに費や した時 間は膨大 な もの で し

た。 彼は助 けを必要 として いる 人々の

た めに， 自分 の こ とは二の 次 にしま し

た。 それ によ って， 彼は生 き生 き とし

た毎 日を過 ごし， 自分が仕 ネた 人々か

ら敬 われ る ようにな ったのです。

その朝， 新 しい ステ ーキ部長 が召 さ

れ ， 多 くの 人が その就任 を喜び ま した。

しか し，最 も喜 んだの は， ステーキ部

書 記の 席 に座 ってい た，郵 便配達 を仕

事 とす る兄弟 で した。 彼は12年 前， ま

った く不 活発 な隣 人に対 して， もう一

度 教会 に戻 るよう，地 道 に， そ して 忍

耐強 く働 きかけま した。

教会 に対 して何 の関心 も示 そ うと し

な いその隣 人をそ のま まに して おくこ

とは非 常 に簡単な こ とだ った と思 いま

す。 その郵便 配達 の兄弟 に とって も，

自分 自身 の静か な生 活 を守 る だけの こ

とな ら， それは とて も楽 な ことだ った

で しょう。 しか し， 彼 は 自分の こ とは

二 の次 に して，隣 人 に 目を向け ま した。

そ の 日曜 日，偉大 な シオ ンの ステー キ

部 の立 派な指導者 として召 され た 人の

陰 には， この兄 弟の働 きか けがあ った

のです。 人々 が新 しいステ ーキ部長 を
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羅撒㈱ 購 醗一 一
支持 す る挙 手 を した時， 書記席 にいた

その郵 便配達 の兄 弟の 目には感謝 の涙

が あ.ζ、れ てい ま した。彼 は 自分 以外の

とこ ろへ 目を 向ける ことに よって， そ

の朝 ステーキ部長 として支持 された兄

弟 の 人生 に喜 び と目標 を与 えたので し

た。

フ ィ リップ ス ・ブ ル ック スは 「多く

の人は その死 と共に ほとん ど'忘れ られ

た存 在 とな って しまうが，一方， 己を

忘 れ， 人のた めに尽 く した ごく少数 の

人々 は， その 名を不朽 の もの に して い

る」 とい う至 言を残 してい ます。

南 イン ドの ある友 人を訪ね た時の こ

とを思 い出 します。私 たちが 彼 と初 め

て会 ったのは，12年 前， だれ かバプ テ

スマ を施 して くれ る人を派遣 して欲 し

い という彼 の要 請 に応 えて，南 イン ド

ヘ行 った時 のこ とで した。 彼 はその要

請 をよこす10年 前，教 会か ら出され た

1冊 の伝 道用 パ ンフ レッ トを手 に入れ

ました。 しか し， それが だれ の手 を経

て， どの ように して その地へ 入 ってき

たの かはわか りませ んで した。 彼 はソ

ル トレー ク ・シテ ィーの教会本部 へ 手

紙 を書き ました。教 会か ら他 の 出版物

が送 られ， 彼は それ を読 み ま した。

彼 に最初 に会 った時，私 たちは バプ

テスマを施 しませ んで した。 まだ準備

がで きて いなか ったのです。 私 たちは

彼 に福 音 を教 え る手 はず を整 え，何 カ

月か 後，彼 はバプ テ スマ を受 け ました。

この人 は， あ るセ メン ト工 場 で経理

の仕事 を してい ました。住 む家 も狭 く，

薄 給 で した。 ・しか し， 彼 に は物 惜 し

みす る ところが なく， 他の 人のた め に

働 きたい とい う強 い気持 ちを持 って い

ました。 イエ ス ・キ リス トの福音 を理

解す る ことに よって， 人 々に対す る大

きな愛 を身につ けた彼は ひ とつの学校

を建 て ま した。 貯 金をは たいて買 い入

れ た土地 に， 自分 自身の手 で建て たの

です。 それは質素 な もの で， 決 して立

派な建物 ではあ りません で した。 しか

し，400人 の 子供 たちが そ こ で学 び，

文盲 の闇 を掠 け出 し，知 識の光の 中へ

足を踏み 入れ てきたので す。 これ まで

この愛の行 な いが彼 らの生 活の 中に何

を もた ら し， これ か ら何 を もたら して

い くか は測 り知 るこ とが でき ませ ん。

この ひ とりの人の働 きを通 して， 南、

イ ン ドの いなか に教会 の小 さな支部が

5つ 開 かれ ました。会 員た ちは清 潔で

小 ざ っぱ りした小さ な建 物 を数 軒建 て

ま した。 それ ぞれの ドア には，英 語 と

タ ミール語で 「末 日聖徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教会 」 と書かれ てい ます。床 は コ
い す

ンク リー トを打 った だけで椅子 はあ り

ませ ん。 彼 らはそ こで， 私 たち と同 じ

よ うに共 に集 って座 し， 証 を し， 主の
ばん さん

晩餐 の聖 餐 にあずか りま した。

膨大 な 人口を抱 えるイ ン ドの中で，

今 教 会貝 の数 は200を 少 し越 えただけ

です。 いつか， だれ かが イン ドにおけ
つつ

るこの教会の歩みを綴るでしょうが，

自分を捨てて人々のために働いた私の

聖徒 の道/1983年2月 3
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その友 人に関 してひ とつ の章 を さくの

でなけれ ば， それ は完全 な歴 史を伝 え

る ことはできな い と、思います。

私た ちはその旅 の途 中，前 にブ リガ
きようへ ん

ム ・ヤ ング大学 で教鞭 を とって いた も

うひ と りの友 人に会い ました。 当時彼

の子供 はすで に一 人前 とな って いて，

彼は奥 さん と共 にひ とつ の決断 を下 し

ました。 ほ とん どの 人は退 職す る と，

の んび り した 生 活 に ひ た って しま い

ます。 この夫婦 もその 気に なれ ばで き

ました。 しか し彼 らは別 の道 を選ぽ う

としま した。 この世 界の中 に， 天父 の

子供 たち に救 いの真理 を教 える場 を求

め よう としたのです。

そして彼 らはそれ を見い だ し，美 し

それは自らの意志で

意義ある奉仕の業を

行なうための力です。

い家 や 自動車 を売 り， 友や 肉親 と別 れ，

よ り厳 しい環境 の 異郷 の地 へ行 きま し

た。水 の上 にパ ンを投 げ た(伝 道111

1〉 こ の、ζ・た りに， 主は他 の人 々を教

え， 啓発 し，助 ける機会 を与 えられ ま

した。 、言、た りが してい る ことの結果 が

どうい う形 にな って表われ るか， それ

は だれ にも言 うことがで きませ ん。

多くの 人が働 きの手 をゆるめ，休 、曹、

を取 りたい と思 うその時 に，住 みなれ

た家， 社会 ， そして友 を後 に したこの

夫婦 の こ とを考 えなが ら， 私は主 が語

られた次 の言葉 を思 いました。「おお よ

そ， わ た しの名 のため に， 家， 兄弟，

姉妹 ， 父， 母，子， もし くは畑 を捨 て

た者は， その幾倍 もを受 け， また永遠
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一 一 騰轍轍
の生命を受けつぐであろう。」(マ タイ

19：29)自 発的に働.きを申し出たり，

伝道 に出て主のために働 くようにとい

う呼びかけに応えた人々の中には年輩

者，独身者，既婚者など様々いますが，

このような人々に会った時に必ず頭に

浮かんでくるのがこの聖句です。

私たちはこのような人々を必要 とし

ています。主も求めておられます。世

の人々も彼 らを必要 としています。 そ

して， この素晴らしい兄弟姉妹たちに

も，あの祝福 に満ちた経験が必要なの

です。おおまかな言い方かも知れ ませ

んが，私が知 る中で最もかわいそうな

人とは， 自分のことしか考えられない

人です。逆に最も幸福なのは， 自分を

捨てて，他の人々のために働 いている

人です。

ある大学を訪ねた時のことです。私

はそこの学生 たちからどこへ行っても

出てくるあり.言、れた不平不満 を聞かさ

れました。学業が，知識を得 るという

恵まれた機会ではなく，何か重荷のよ

うなもので，非常に苦痛だというつぶ

やき，住む所や食べる物についての不

平不満などです。

学業が苦痛 に感 じられて仕方がない

という若人，住む所や食べる物に満足

できないでいる人々に，それらの問題
しよほうせん

への処方箋を与えたいと思います。 し

ばらく本を離れ，1自分の部屋から出て，

年老いて寂 しい暮らしをしている人，

病 に苦 しむ人，失意に沈む人々の所を

訪問 して みる とよいで し ょう。 自分の

生活 に対す る不平不 満が 出て く。る時 と

い うのは，総 じて， 自分 のこ としか考

えていな いのです。

私 が よく行 く靴 の修 理店 の壁 には，

大分 昔か ら1枚 の看板 が掛 け られ てい

ます。 こうあ ります。「私 は靴を持って ◎

い なか った。 だか ら， 足 のない 人に会

うまで不平 を言っていた。」自分 を甘や

かす とい う病 気 に一 番 よく効 く薬 は，

自分 を捨てて，他の 人に仕えることです。

自分 は結婚 でき るだろ うか とひ どく

思 し)悩ん でいる若 い兄弟姉妹 がい ます。

言 うまで もな く、結婚 は素晴 ら しい もの
ひ

です。結婚には，それを求め，そのた

めの努力を払う価値があ ります。 しか

し，それについてくよくよ考えても，

何が変わるわけでもないのです。実際，

それは逆効果 になるだけです。悲観的

なものの考え方ほど，人格を下げてし
1まうも
のはありません。ある人は現世

において結婚することがないかも知れ

ません。 しかしそういう人たちに覚え

ておいて欲 しいことがあ ります。 それ

でも人生は，自分が考える以上 に豊かで，

生産的で，楽 しいものにすることがで

きるのです。その喜びを得るための鍵

は，人のために奉仕することです。

主の神殿の中で行なわれる聖なるみ

業に喜んで自分の時間を捧げて下さる

人々を賞賛 したいと思います。神殿の

中では，無私の奉仕の真の姿 を見るこ

とができます。数え切れない人々が死

聖徒 の道/1983年2月 5



一 一 「自分の命を救おうと思うものは」一 一

者のために莫大な時間と労力を捧げて

いますが，私はこれ を現代の奇跡のひ

とつと考えています。 この奉仕の業に

携わる人々は，その働きを通して，安

らぎと喜びが得 られることを知ってい

ます。この素晴 らしいみたまの恵みは，
いや

文字通 り，私たちの心の病の多くを癒

す薬となります。 このような経験を通

して，私たちは，人に奉仕する時こそ

主に仕えているのだということを理解

するのです。

この神権時代 に主は次のように言わ
まこと つ

れ ま した，qわ れ誠 にン らに告 ぐ，坦
よ

めて善 き業に塾 ， の
な

自由意志 によ りて為 し， 多 くの正 しきハ
を為 し遂 げよ 」そ して，.非常 に重 要

な言葉 を次 の ように続け られ ました。

「そは 人 自らの 中に 自由 の意志 あ りて

・」(教 義 と聖 約58'：27-28)

兄 弟姉 妹，私 たち一 人一 人には 自由

意志 とい う力が あ ります。 それは私 た

ちが 熱心 に努 め， 自らの意志 で意義 あ

る奉仕 の業 を行 な うための力 です。

エマ ーソ ンは， 立派 な組織 とい うも

の は，偉 大 な人物の投影 に過 ぎない と

言 いま した。私 は 自分 が担 当して きた

地域 で，素 晴 ら しい業 を成 し遂 げて き

た 人々 を 幾 人 か 思 い 起 こす 時 に， そ

の こ とを感 じます。 韓 国 には現 在7つ

の ステーキ部 と3つ の伝 道部 があ りま

す が， これ はあ る意 味で， キム博士 と，

ニ ュー ヨー クの コーネル大学 に留学 中

の彼に福音 を教 えたふた りの青 年， オ

リバ ー ・ウ ェイマ ン と ドンgC・ ウ ッ

ドが 投げ かけた長 い影 と言 う ことがで

きます。.ζ・た りの若 者は韓 国か ら来た

この学友 にモル モ ン経 を読 む ように働

きかけ たのです。 、ζ・た りがキ ム博 士 に

寄せ た関心 ，共 に した行動 は， 彼 らが

コー ネル大学で学 んで いた ことの動 機

とは まった く別 の もの です。3人 は そ

れ ぞれ に，寸刻 を惜 しんで，学位 取得

目指 して勉強 してい ました。 しか し，

彼 らは互 い に教 え，学 ぶ時間 を作 った

ので す。 キ ム博士 は ニ ュー ヨrク 州 の

イサ カで礼拝行事 に出てい ましたが，

博 士号 を取得 して故 国へ帰 る時 には，

モ ルモ ン経 とこの教会 に対す る愛 も携

えて いたの です。 朝鮮動 乱 に従軍 した

末 日聖徒 の軍 人た ち も， 戦友 の韓国兵

た ちに福音 を伝 えま した。 この信頼 で

きる学 者キ ム博 士 は， 日本 か らの宣 教

師派遣 な どを含めて， 韓 国におけ る主

のみ 業 を進 める大 きな力 とな りました。

彼 はすで に故 人 とな りましたが， み業

は堂 々 と進 み， 「朝 なぎの国」 韓国 で，

変 わる ことな く， さ らに多 くの 人々の

心 に感動 を与え てい ます。

フ ィ リピ ンには現 在5万5千 人以 上

の会 員が いて，16の 強 固な ステーキ部

と4つ の伝 道部 があ ります。 世 界的 に

見て も改宗 者の 多い地域 です。 フ ィ リ

ピ ンの教会 の歴 史は， マク シー ン ・グ

リム を抜 き にして語 るこ とはで き ませ

ん。 ユ タ州 トゥーエ ル出身の彼女 は 第

二次大戦 中，太平 洋地域 で赤十 字活動
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膿撒醐 灘 齢一 一
に携 わ りま、したが， ア メ リカ軍将校 と

結ばれ， 戦後 はマ ニラ に家 を構 えま し

た。彼 女は 人々 に福 音を伝 えるた めに，

宣教師 の派遣 を要請 するな ど，数 多 く

の働 きを しました。 彼女の夫 も法的 な

手続 きを行 なった り， 宣教師 入国 を実

現 させ るため に， ほか に もたくさん の

こ とをしま した。 彼 らに とって， 自分
かせ

たちだけのことを考え，お金を稼ぎ，

快適な暮らしをすることは，いともた

やすいことでした。 しか し，グリム姉

妹はこの国に福音を広めるための働 き

をやめませんで した。

当時，私はア ジア地域を管理する責

任にあり，彼女の訴 えを大管長会に伝

えましたqそ して1961年 ，この国で伝

道の業 を開始す ることが正 式 に決定

さ'れたのです。1961年5月 ，私たちは

フ ィリピンで集会を開き，み業の第一

歩を進めました。集会を開くための場

所がなく，アメ リカ大使館の許可を得

て，マニラ郊外のアメリカ軍人の共同

墓地でそれを行ないました。

自由のために命を捧げた5万 人以上

の戦死者が眠るその場所で，私たちは

朝の6時 半に集まりました。 グリム姉

妹が戦時中に持ち運んでいた携帯用の

小さなオルガンを演奏 し，私たちはこ

の異郷の地でシオンの歌を歌いました。

私たちは共に証を述べ，始 まったばか

りの業の上 に天より祝福が注がれるよ

うに祈 りました。その時，フィリピン

人の会員はたったひとりしかいません

でした。

それは驚くべき業の幕開けであり，

奇跡の始まりでした。.そして，その後

に歴史が続き，時に意気消沈し，時に

輝かしい発展を見てきたのです。7年

前，私はキンボール大管長や他の幹部

と共に，この地の地域大会に出席しま

した。 この時にフィリピン最大の屋内

集会場アラネッタ ・コロセウムに集っ

た人は約1万8千 人を数 えました。

私は過去の日々を思い，涙しました。

そして自分の楽しみをまったく後回し

にして，自分が住むその国に教会が確

立される 日を夢見， 多くの素晴らしい

人々に彼らがまだ味わったことのない

幸せを教えるために，うむことなく働

いたあの女性を感謝の念と共に思い起

こしていました。

自分 もフ ィリピンのような異郷の地

にいたら，彼らと同じようにすると言

う人がいるかも知れません。確かにそ

うかも知れません。 しか し，考えてみ

ると，この地上にある様々な場所とい

うのは，その人次第で遠い異国とも，

見あきて何の感動 も湧かない風景の所

ともなるのです。

国，町を問わず， また どのような家

庭でどのような生活をしているかにか

かわらず，r他の人に関心を向け，手を

差し伸べる機会はどこにでもあります。

心に喜びを持ち，主のみたまが共に

ある生活をしたいと思うなら， 己を捨

て，他の人に手を差 し伸べようではあ
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一 「自分の命を救おうと思うものは」一 一

りませんか。 これは私の心からの願い

です。 自分 自身のことを後にして，人

に奉仕するなら，福音 につける主の大

いなる約束が真実であることを知るで

しよう。

「自分の命を救おうと思う者はそれ

を失う。すなわち， 自分の命を救おう

と思う者はわたしのために喜んでそれ

を捨てる。 そして，もしわたしのため

に喜んでそれを捨てようとしないなら

それを失う。

しかし，わたしのため， また福音の

1了 』

手

も

1

書

書

サ

手

：

}

寺量

ξ享

≧
ま

書1

ミ

1

書

ξ

{

重ξ

マ{

ξ

イ 』 『 岡 帽 吋 』 帽 帽 』 イ

ため に喜 んで 自分の命 を捨 てる者は，

それ を救 うで あろ う。」(ジ ョセフ ・ス

ミス訳 マ ル コ8=37-38)

これ らの言葉 は，主 が初 φて語 られ

た時 と同様，今 も真実 であ るこ とを証

します。 父な る神 が生 きて おられ るこ

と， また， イエスが キ リス トであ り，

この世 の救 い主 であ るこ とを証 します。

そ して， 他の 人に助け の手 を差 し伸べ

るな ら， 皆さ んは 自分 自身の本 当の姿

を知 り， この世 界 に大 きな祝福 を もた

らす よう にな る ことを言正します。

今 ホームテイーチャーへの提案

』 『 門 唯 膚

強調点 ：ホーム ・ティーチングの際，以下の点を強調するとよい。

1.最 も幸福なのは，自分を捨てて，他の人のために働く人であり，最も不幸な人

は，自分のことだけを考えている人である。

2.不 平や不満が絶えない生活をしているとしたら，それは自分のことだけを考え

ているからである。

3.自 分自身を甘やかすという病気に効く最も良い薬は，自分を捨て，人のために

働くことである。

4.人 に仕えることは，すなわち神に仕えることである。

5.ど のような国，町，家庭で，どのような生活をしているかにかかわりなく，人

のために働く機会は至るところにある。

今 話 し合いのための提案
1.奉 仕によって得られる祝福について，自分の気持ち，経験したことを話す。

2.こ のメッセージの中に，家族が朗読したり話し合ったりするのによい聖句や引

，用句はないだろうか。

3.訪 問する前に，家長と話し合っておく必要がないだろうか。定員会指導者や監

督から家長にあてられたメッセージがあるだろうか。

』趣 ～1-lll酬 州』1一"』 ・一・㌦1・岬 』噌1・凶』 ・一・脳 ・唱博・～ ・一・州.一・剛』 ㌦ 脳 騙 』 噛 』 噌 』 鴨 』 嘱 イ 』 州 恥1

』
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私
は父の信仰 に疑いを抱 いたことは一

度 もなかった。父の信 念は父の人生

その ものであり， どんな試練や逆境やチャ

聖徒 の道/tg83年2月 号

レンジにも揺 らぐことはなかった。

まだ子供の頃，私たちはユタの小さな農

場 に住んでいた。生活は苦 しく，仕事は山
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のようにあった。 そうした少年時代，私 に

とって夏はことのほかつ らく思われた。骨

の折れる畑仕事が来る 日1も来る日も続くの

である。.ビー トの間引き，とうもろこし畑

の草取 り，用水路の掃除。やっかいな雑草

は取 っても取 って も生えてきた。干 し草 に

する牧草を運 ぶ仕事 もあった。

夏中ずっとそのような仕事が続く中で，

心を慰めてくれる唯一のオアシスは安息 日

であった。私たちは皆， 日曜 日が主の 日で

あることを知 っていた。草取 りも，牧草の

刈 り入れも，穀物の取 り入れ も， し残 した

仕事はすべて月曜 日を待って行なった。

安 息 日に仕事 を休 むのは，道具 も出さず

畑にも出ないから楽 とばか りは言えなかっ

た。いろいろな問題があった。実際，夏は

経済的な安定 を確保する上で最 も大切 な時

期だったからである。短い夏の間に作物が

順調 に生育しなければ，長い冬を越すのは

非常 に困難であった。 だから作物は何 とし

て も順調 に育てなければならなかった。そ

して，ほとんどの場合，この適度の繁栄の

かぎとなるのは水であった。ユタは水 に乏

しく，雨らしい雨はめったに降らない。そ

れで冬と春の貯水 には特に気 をつかい，暑

く，雨の降 らない夏の間，慎重に給水 して

いかなければならなかった。
かんがい

どこの農場 も濯概用水路に依存していた。

この命の水を運ぶ用水路 にすべてがかか っ

ていた。濯概はどうしても必要だったが，

安息 日を守るか どうかの困難な立場 に立た

されることもあった。 畑に水を引く順番は，

月曜 日の年 もあれば火曜 日の年 もという具

合 に，何年かごとに曜 日が変わるのである。

そこで時には 日曜 日に順番が回ってくるこ

10

と もあった。農家は 自分で選ぶことができ

なかったのである。

他のみんなと同じように，父にも何年か

の間， 日曜 日の番が回ってきた。安息 日を

聖 とするという父の決意 にいつ も強い印象

を受けていたせいか，その数年のことはよ

く覚えている。主は父の心を御存じであっ

たし，父やほかの農家の人々が どんな状況

の下で働 いて いるか も御 存 じであった。

だから， たとえ 日曜 日に畑に水を引いたと

しても，主はそのことで父をとがめた りは

されなかったかもしれない。 しかし，父は

その仕事 さえ避けたいと思っていた。父は，

濯概のスケジュールを作られたのは主であ

り，主の安息 日に順番が回ってくるはずが

ないと確信 していた。父が主の聖 日は破ら

ないという自分の決意を明かすのを耳 にし

たことは一度 もないが，父の生き方にそれ

が表われていた。

父の順番が 日曜 日になった時，父はあら

ゆる手立てを尽くして安 息 日に濯概す るこ

とを避けた。金曜 日と土曜 日，父は上流の

農家で利用されていない水がないか，用水

路を見るのが習慣であった。父は用水路か

ら流れ込む一滴の水 もむだにしなかった。

そして， 日曜 日が来る前の内に畑の濯概を

終 えていた。私は父から主の日に働 くよう

に言われた記憶がない。その結果，父の仕

事は増えることになったが，安息 日に休む

ことができるならと進 んで犠牲を払ってい

た。

こうしていつ も何 とか切 り抜けてきたよ

うに思えた。ずっと父を見ているうちに，

父の献身と決意は私にとって，主は戒 めを

守 ろうと努力する者を祝福されるという証



になっていた。

その後， 父の信仰を試す大きな試練の年

がやってきた。 その年は，焼けつ くような

夏が例年より早く来て，干ばつのきざしが

見えていた。 炎天の 日が続き，太陽はすべ

てのものを焦がし，芝生 も，庭も，畑も焼

けつくような 日射 しにしおれていた。そ し

て， よりによってこの最悪の年 に 日曜 日に

水を引く番が回ってきたのである。畑は水

を必要 としていた。 しか し，その水は金曜

日も土曜 日も上流からは一滴 も流れてこな

かった。畑は 日曜 日になって も乾いたまま

だった。

ある 日曜 日の朝，母はひどく心配して父

に言い出した。「ジョセフ，用水路から水を

引いた方がいいんじゃないかしら。せめて

芝生 と野菜畑 だけにでも。枯れかか ってい

るんですもの。」

実際，芝生 も野菜畑も枯れかかっていた。

水がなくて何もかも枯れかか っていたので

ある。選択の余地はなかった。畑には水 を

引かなければならなかった。 父がその 日に

引かなければ次の 日曜 日まで水は使 えない

こξになっていた。 そうなれば畑は1週 間

ともたなかった。

そこで， 日曜 日の集会に出席する身なり

を整える前に，父は シャベルを肩にかつい

で家を出て行 った。 父は 日曜 日の朝に山を

登 って行 くことにひ どく失望 したに違 いな

い。 これまでずっとこの仕事をしないで済

むように努力 してきたのに，今になってそ

れをせざるを得 ないところに追い込まれて

いた。私 たちは，主が父をとがめられるこ

とはないと確信 しなが らも，天父はきっと

父に対して，他の方法を見いだすことを望ん

聖徒の道/1983年2月 号

でおられるのではないだろうかと思っていた。

父は濯概用水路 にたどり着 くと， いつ も

の場所 にカンバスでせきを作ったが，ほか

に何をするで もなく， じっと用水路に身を

かがめて，考え込んでいた。 自分は何をす

べきなのか。 父は，安、壱、日を守るようにと

いう主の戒めをじっくり考えた。 自分はこ

の戒 めを本当に信 じているのだろうか。 口

先だけでなく，身をもって示しているだろ

うか， と。

瞑想にふけっている間に， 父はひとつの

声がするのを聞いたるrそれは心を揺さぶる

強烈なものであった。父はそれを生涯忘れ

ることがなかった。「せきを取 り除き，シャ

ベルと道具をしまいなさい。 あなたのため

に私が責任をもって引き受けよう。・すぐに

ではないか もしれないが，私が世話をする。

この夏は私にまかせておきなさい。私が備

えよう。」

父は姿勢を正した。 あた りにはだれもい

なかった。顔を上げると，空は青 く澄み渡

り，雲ひ とつなかった。そして乾いたそよ

風が吹いて，息苦 しい不快な1日 になりそ

うだった。
ピやくねつ

灼熱の太陽が照りつけて，地面は、からか

らに乾ききっていたが，父はカンバスのせ

きを引き上 げると，用水路か ら家 に帰 った。

父は何 をすべきか命 じられていた。 そして，

それを理解 していた。 自分が どんな形で助

けを受けることになるかそれはわからなか

ったが，』約束を受けたことは事実であった。

父は身な りを整えると，畑のことは父が生

涯信頼 してきた御方の力に任せて， 日曜 日

の集会に出かけて行った。

集会から帰宅 した時 も，相変わらず空に
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は雲ひとつなく， うだるような暑 さだった。

草木は照りつける太陽ですっかりしおれ，雨

が降る気配はまったくなかうた。母はまだ

野菜畑のことがひどく心配らしく，再 び父

に言った。「雨になりそうな様子はまったく

ないし，野菜畑の方はどうなさるつも りな

の?」 父はその朝の経験 を母 に話していな

かったのだ。

再び父は山を登って濯概用水路まで行 っ

た。父は自分の していることを思うと悲し

かった。気の進 まないまま用水路をせき止

めた父は，ふと自分の信念がぐらついてい

ることに驚きあきれた。「お前の信仰は どう

なっているのか。」父は厳しく自分に問いか

けた。

決意 を新たにした父は，用水路からせき

を外 して山を下 りた。二度 と安 息 日に用水

路に行 くことはすまいと決心 しながら。

山を下 りな がら，空を見上げると，雲が

出始めていた。 そして，1時 間としない内

にどしゃ降 りの雨 になった。干あがってい

た地面は必要な水分を吸収 して，芝生も，

野菜畑も亀畑 も，一気によみがえった・

その雨は奇跡だったが，それは始ま りに

すぎなかった。夏はまだ始まったばか りだ

ったのである。うだるように暑い7，8月 は

これからだった。 しかし父は，律法を授け

られ，それに従 う道 を備 えて下さる御方の

約束を受けてい売 ので，何 も心配していな

かった。

翌週になって，近所の人が父に， 日曜 日

の濯慨の番 を一部土曜 日と交換 してもらえ

ないだろうかと言ってきた。 もちろん父は

喜んだ。土曜 日のわずかな時間で も，芝生

と野菜畑に水を引くことができる。 それで

12

もその時間だけでは，広いとう もろこし畑

と麦畑，それ に牧草畑を濯概するのは無理

だった。 しかし，主は別の方法で父を祝福

して下 さった。夏の間ずっと定期的に，そ

れも雨が最 も必要 な時にだけ雲がわき1雨

が降 って，作物は潤されたのである。

父は主が見守って下さることを確信 して

いたので、 夏の間，・一度も用水路の掃除や

とうもろこし畑のうね立てをしなかった。

暑くて雨の少ないユタでは，農家の暮 らし

はすべて濯概用水路に依存 していたが，そ

の夏，父の農場の濯概用水路は一度も使用

されなかった。濯概をしないで夏を越 した

ことはかつてなか ったのに，その年の夏は

違っていた。その夏は主の夏であった。主

が養 って下 さっていたのである。

夏が終わる頃には， いつもの年の3倍 の

牧草の収穫があ り，麦 も，飼料用の とうも

ろこしも大豊作だった。まさしく天の窓は

開かれ，主が養 って下 さったのである。

あの奇跡的な夏か ら大分たっが，私 自身

の信仰 は以来ずっと強められてきた。主は

しば しば私たちを祝福したいと望んでおら

れるのに，私たちの方で主を拒んで しまう。

私たちが，すべての ものを与 えて下さる主

に頼ることに疑いを持って も，それで もな

お主は私たちに命の水を送 りたいと心から

願っておられる。 しかし，用意されている

祝福 を受けるには，私たちは主 を完全に，

無条件に信頼しなければならない。何の慰

めの兆 しもないままに， 自分の望みが色あ

せ，しぼんでいくのをただ見ていなければな

らないように思われることがあるかも知れ

ない。 しか し， その時は，信仰の試しの後

に奇跡が起 こることを思い起こそう。



」

嫉…1

私
は13歳 の時か ら， 自分が属 ずる教会

で奉仕の生 活を送 りたいと思 ってい

ました。善良 なカ トリックの家族 の.中で，

8人 の子供の ひ とりと して育 てられてき

た私は，、家族の助けを得なが ら，も年 にわ

たる修道院での訓練を終え，ついに修道誓

願 を立てるまでに至 りました。最初の任地

はオース トラリアのパースで参そこで4年

間務めた後， シ ドニーへ転勤にな りました。

修道女 としての生活は とて も報いのあるも

ので，人々に奉仕する中で数 多くの素晴ら

しい体験をすることがで きました。その頃

のことは決 して忘れることができません。

なぜなら，私はこの時期に，人生を大き く

変えることになったひ とつの重要なことを

体験するよう備 えられていたか らです。

別に普段 と変わ りのない朝でした。修道

院か ら少し離れた所に住むひとりの年老い

た女性を訪ねる途中でした。，ダーク スーッ

を着込んだ.ζ・た りの青年が私の方に向かっ

て歩いてきました。，背の高 い方のひとりが

私の前に来て立ち止まり， 自己紹介をする

と，末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会につい

て何か知 っているかと尋ねてきました。私

はイエス ・キ リスートについて知 りたいと思

った事柄はすべて知 り尽 くしていると答え

ました。すると彼はこう言いました。「キリ

ス トが彦る民 を訪れ， 彼らにみ言葉を伝え

たとしたら， そのみ言葉 について知 りたい

とは思いませんかげ」

・私はちょっと考えてか ら，「知 りたいです

ね」 と答えました。

すると彼はポケ、ットの中からモルモン経

を取 り出して言いました。「この本には古代

アメリカの民にイエス ・キリス トが現われ

た時のことが書かれています。神があなた

に望んでお られるのは，この中の34ペ ージ

(III二讐 ファイ11-28章)を 読み，それが真

実かどうか を祈 りによって尋ねることです。

いかがで，すか，そうしてみませんか。」

カ トリックの教えが私にとって非常に大

切 なものであると同じように，彼にとって

もその宗教がかけがえのないものであると

いうことが よくわか りました。私はその34

ペ ー、ジを読み.祈 ってみると答えました。

そして翌 日の朝，会った時に， その本を返

す という約束を したので.す。私はその本を

受けとると，彼らと別れました。

その夜二rフ ァイ第三書 を読んで感 じた

気持 ちは，今 で も何 と表現 して よいかわ
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かりません。私 は祈 るまでは しませんで し

たが，，そこに書いてあることが真実である

ことを知 りました。救い主のみ言葉は素晴

らしいものでした。その一言一言が真実で

あることがわか りました。私はそれ までの

人生で味わ ったどんな思いよ りも素晴 らし

い気持ちを胸に抱いて，ベ ッドに入 りま し

た。 まさしく，真理 を見いだしたという気

持ちでした。

次の 日の朝，私は真実のものを見つけた

とだれか に話 したいと思いましたが，自分

のその気持ちを抑えつけるようにして，「い

や， そんなはずはないわ」とつぶやいてい

ました。私はベ ッドを出ると長老たちに会

う仕度をしました。 しか し，約束の時間が

近づくにつれて，私は気おくれ してきまし

た。約束よ・り10分 早 く着 きましたが，その

10分 が何時間にも感 じられました。 そして

彼らは約束の時間ちょうどにやって来まし

た。

私はまずモルモ ン経を差 し出し，心の中

の本当の思いとは裏腹に，それ以上読みた

いとは思わないと言いました。すると相手

の長老が，モルモ ン経を受け取 ろうとせず

に，読んだことについて祈 ったか どうかを

聞いてきました。私が 「いえ，祈るまでは

しませんでした」 と返事をすると，ひとり

の宣教師が 「祈 らなければ，決して真実な

ものかどうかはわか りませんよ」 と言いま

した。

私はその本は真実ではない と言いたい気

持ちに駆 られ ましたが，結局できませんで

した。長老たちは私が何か心に動揺をきた

しているのを感じ取っていましたが， それ
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が どあようなことなのかまでは，気が付か

なかったようです。

もうひとりの長老も言いました。「きのう

お読 みになったのでしょう。 どうしてお祈

りをしなかったのですか。」

私には答える言葉があ りませんで した.

そ してついに，モルモン経を読んだ時に感

じた思いを話 してしまったのです。

するとこう言われ ました。「あなたはモル

モン経が真実であることを御存 じなのです。

そうです，ジ ョセフ ・ス ミスは神の予言者

で，私たちにはバプテスマを施すための神

の権能が授けられているのです。あなたは，

この真理 と神に従おうとするな ら，バプ テ

スマを受けなければならないということも

御存 じなのです。神の権能を授けられてい

る者からバプテスマを受けたいと思 いませ

んか。」

彼 らの言葉通 りにしなければならないと

いうことはすぐにわか りました。 にもかか

わらず，私は 「いいえ」 と答えてしまった

のです。 その返事が正 しいものでないこと

は 自分でもわか っていました。で もそう言

えば長老たち も私を解放 してくれるだろう

と思 ったのです。 ところが，そうはいきま

せんで した。

彼らはこう言ってきたのです。「もし神が

祈 りの中で日曜 日に 〔その日からたった3日

後〕バプテスマを受 けなさい と言われたら

それに従いますか。」

「はい，そうします。」答える言葉 はそれ

しかありませんでした。

「それではこれから
，祈 りができる場所

に行きましょう。」



人気のない所に来ると，ふた りは どう祈

った らよいかを私 に説明しました。祈 り始

め，バプテスマを受けるべきか どうかを神

に尋ね ると，モルモ ン経を読んだ時に感 じ

たと同じ気持ちがわいてきました。 目を開

けた後，私 たちはひ と言 もなく見つめ合っ

ていましたが， それはとても長 い時間のよ

うに感 じられました。私は話すのが恐かっ

たのです。 しかし，ひとりの長老が口を切

りました。「素晴らしい気持 ちがしませんで

したか。」

「お っしやる通 りです」 と私 は答えまし

た。

「神に従い
， その戒めを守って悔 い改め，

権能 を持つ者か らバプテスマをお受けにな

りますか。今度の 日曜 日にそうしたいと思

いますが。」

私は しば らくためらっていましたが，最

後に言いました。「わか りました。神 に従い，

バプテスマを受けます」と。

日曜 日が来て，長老たちは聖書の中か ら

素晴 らしい真理を幾つ も教えて くれました。

それはわか りやすいものでしたが，それ以

前には読んだことも聞いたこともない教え

でした。私はほかのシスターたちに自分が

しようとしていることを話していませんで

した。長老たちの所へ行 くために修道院を

出たその朝，私は不安 と共に胸の高鳴 りを

感 じていました。長老たちが集う教会の礼

拝行事は素晴 らしい ものでした。 その後，

ある素晴らしい会員の家でバプテスマを受

けるまで， しばらく時がありました。

バプテスマの時が近づくにつれて，私は

心の中に何かひるむものを感 じていました。
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しか し，私は神が自分 にバプテスマを受け

るように望 んでおられることを知っていま

した。 そしてついにバプテスマを受け，末

日聖徒 イエス ・キリス ト教会の会員として

確認されたのです。

修道院に戻ったその夜，持ち物をまとめ

る私の胸の内には，数 多くの楽 しい思い出

と感情が次から次 と表われては消えていき

ました。幾人かの シスターたちが来て，私

に何をしているのかを尋ねてきました。私

は短く答えました。「私はここを出ます。神

が私にどこへ行 くように望んでおられるか

がわか ったのです。私はモルモ ンにな りま

した。今夜バプテスマを受けたのです。」

彼女たちは驚きました。でも私は荷作 り

を続けました。そして別れを告げる時，彼

女 たち一 人一人にモルモン経 を渡 し，「心と

思 いを開いて， この本を読んで下 さい」と

言いました。

私は 自分の選択が正 しかったことを知っ

ています。 そしてカ トリック教会と， そこ

で与えられたものに感謝 しています。力 ト

リック教会での経験は，私に回復された福

音 を受 け入れる備 えをさせてくれたのです。

神は生 きておぢれます。神 は完全な御方で

すが，私たち人間と似 たところを持ってお

られます。 イエスはまことにキ リストであ

り，今 も生きておられます。キ リストは悔

い改めを条件に私たちの罪を贈って下さい

ました。ジ ョセフ ・ス ミスは神の予言者で

あ り，今 もこの地上に予言者が与えられて

吟ます。私は 自分月身の体験から，モルモ

ン経が まことに神のみ言葉であることを知

っています。
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ダ ン ・ワー クマ ン
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批判は愛にとって最大の障害物かも知れま
せん。しかし，愛は他を批判する心を克服

するための最強の武器でもあるのです。

ふ
たりのホームテ ィーチャーは，あい

さつを交わし，腰 を下ろす間もなく，

出し抜けにその家の高校生の男の子か ら質

問を浴びせられました。「どうしてぼ くたち

の教会だけが真実の教会だなんて言えるの。

学校で成績が上位 の生徒 た ちはモルモ ン

じゃないけど，ぽくたちと同じように， 自

分の教会が正 しいって信 じてるんだよ。」

父親の方をちらっと見ると肩をす くめ，

うんざ りといった表情で，「今度はあなたが

説明する番，お手並みのほどを拝見させて

いただきましょう」 とでも言いたげな様子

でした。

年輩の方のホームティーチャーがちょっ

と間を置 いてか ら口を開きました。「ク リス，

いい質問だね。私がまだ君より2，3歳 年

上だった頃のことを思い出すよ。大学に入

るために初めて親元を離れる時だった。私

はひ とつの偏見を持っていた。 自分は素朴

で健康的ないなかの生活を後にして，福音

の原則に対する攻撃が絶 え間ない，退廃的

な町へ行 くんだなんて考えていたような気

がする。でも，実際はそんなん じゃなかっ

た。 クラスメイ トはみんないい人ばか りで

ね，こっちが驚かされて しまったよ。 どこ

かの教会に通ってた人もいたし， どの教会

にも行 ってない人もいた。 それで，私は彼

らの行動を気を付けて見ていたんだが， 自

分は もし末 日聖徒の家庭の中で育て られて

いなかったら， 彼らほどに正直な人間.にな

っていただろうかって考 える時がよくあっ

たよ。 クリスはそんなふうに考えたことな

いかな。」

クリスがそれにうなず くと，ホームテ ィ

ーチャーはさらに言葉を続けました。

「そう
，確か に私たちは，こ.の教会は唯

一真の教会だって言 うけど， 自分たちがほ

かの 人たちより優れているとか，良い行な

いをしようと考 えているのは地上で 自分た

ちだけだという意味 じゃないんだ。神権の

権能を通 して福音を広め，救いの儀式を行

なう権 限を与えられた唯一の教会という意

味なんだね。 そして，この素晴 らしいもの

を，すべての人と分かち合いたいと考えて

る……」

話 し合いは穏やか に進んでいきました。

「主は一つ
，信仰は一つ，バブテスマは一

つ」(エ ペソ4：5)と い う聖句と他の聖句

を幾つか読むと， クリスは 自分の疑問に対

して納得のいく答えを得 たようでした。

ク リスのやっかいな質問に対するこのホ

ームティーチャーの応待は
，批判というも

のに対して建設的で効果的な対処をする上

で役に立つ原則を数 多く教えて くれていま

す。

1.驚 いてはいけない。備えをしておきな

さい。

いつの時代のホームティーチャーも，教会

や福音の原則，会員，指導者などに対する批
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批判に対処する

判と受けとれる質問や言動などに直面 して

きました。 それらにいかに対処 するかによ

って，ホームティーチャーは担当家族 にい

つまで も消えることのない影響を及ぽせる

かどうかが決 まります。ホームティーチャ

ーが賢明な方法で応え，「ただ説服と堅忍と
いつわ

柔和と温情 と偽 らざる愛」(教 義と聖約121：

41)と に よって 自らの感化力を発揮する備

えをしておくなら，驚いたり， 困惑 した り，

議論を戦わせるような必要はまったくあ り

ません。

ロ論はホームティーチングにまったく無

縁の ものです。 ここに挙げたホームティー

チャーの場合 も，穏 やかな態度で接するこ

とによって，後でク リスが最終的な判断を

する時に，素直に自分 と折 り合うことがで

きるように配慮 していました。

2.肯 定的な面を強調する。

相手が何か難 しい問題 を言ってきた場合，

賢明なホームティーチャーなら，まず， こ

の人は心か らその問題について知 りたがっ

ているのだという受け止め方をするのでは

ないでしょうか。それからその問題を肯定

的な要素 と否定的な要素に分け，肯定的な

部分に焦点を当てるのです。

クリスのホームテ ィーチャーの場合 は彼

の言葉を次のように分析 しています。(1)

この教会だけが真実であるということへの

疑問。(2)こ の 教会以外にも素晴らしい人

はたくさんいるという考 え。 このホームテ

ィーチャーは，まず友人たちに対する彼の

肯定的な思いに焦点を当てました。ふた り

はこの点において， まったく同じ考 えでし
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た。 そして双方の心が開かれた段階になっ

て，彼はク リスが提起した教義にかかわる

問題に入っていきました。 こうして， 彼は

議論を戦わせるようなことをせずに済んだ

のです。議論で相手を打ち負かそうという

意識がなければ，意見の一致を見るのは難

しいことではあ りません。

3.誤 りを正すのに性急'であってはな らな'

いo

感 情的になっている人の考え方を変えさ

せるのは簡単ではあ りません。他への批判

は感情的な問題 に根差 している場合が 多い

ようです。 人を批判をしている当人に， 自

分 自身の誤りを理解 し，それを正すための

時間と機会を与えて下 さい。

長い道のりを行 く昔の牛追いの旅では，

牛が暴走することがよくあったそうです。

一旦暴走が始 まるとその道筋にあるものは

何の形も残さないまでに踏みにじられてし

まいますが， 同時に，それは牛たちにも危

険なもので した。 カウボーイたちは 日頃の

経験から，暴走する牛の群れを真正面から

止めようとするのは賢い方法ではないこξ

を知 っていました。 彼らはまず群れの横に

並んで馬を走らせ， その先 に追い着きます。

それから，一番先を走る牛を御して， スピ

ー ドを落とさせ，先頭のグループの進路を

危険のない方向へ変えさせ，群れを望みの

方向へ導いていくのです。

ホームティーチャーが時々直面する批判

にも，牛の暴走 と共通した点がたくさんあ

ります。他への批判は大体，不安，苦 しみ，

心の痛手，誤解などに端 を発しているもの



です。それは批判の対象だけでなく，批判

を している当人にも危険なものです。 また，

牛の暴走の場合 と同様，真正面か らそれを

止めようとするのは，一般的には賢明なや

り方とは言えません。最初 になすべき最 も

有効 な方法 として， 多くの場合 に当てはめ

ることができるのは，ク リスのホームテ ィ

ーチャーが したように
，不安定な感情が穏

やかな方に向かうまで，並んで走ることで

す。

ホームティーチャーはただ黙って相手の

言葉を聞くということを求められる場合があ

ります。 それによって，何か他の問題を押

し隠そうとするためだけの批判を1そ れと

見抜けることもよくあ ります。例えば，「あ

ま り教会へ行 きたくない」 という言葉の裏

には 「話 を聞いてもらえない」 とか 「タバ

コがどうしてもやめられ ない」 という口に

は出てこない思いがあるかも知れません。

「扶助協会の集会は井戸端会議みたいでい

や」 という人の胸の内には 「娘夫婦の別居

のことを何て言われるか考えると， とても

行く気になれない」 という思いがあるのか

も知れません。 ホームティーチャーは忍耐

と励ましを与えなが ら耳を傾けることによ

って，福音が もたらす喜びを感じられない

でいる人が，その原因となっている心の痛

手や弱さを克服できるように助けることが

できるのです。

4.否 定的な言葉に同調 してはならない。

暴走する群れの前に回り込むために，そ

れ に並んで走らせることと，暴走する群れ

の中に混 じって走ることとはまった く別で
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す。 同じように，批判的な言葉 に耳を傾け

ていくということは，それに同調すること

とは違います。実際，それは正反対の事柄

です。相手の人と良い関係 を築 きたいと望

んでいたとしても， その人の否定的な言動

に同調 しているというような印象を与えな

いように注意する必要があります。

救 い主はこう言われました。「あなたを訴

える者と一緒に道を行 く時には，その途中

で早 く仲直 りをしなさい。」(マ タィ5：25)

これ は他の人の批判的な言動 に， 自分も声

を合わせ なければならないという意味では

あ りません。批判的な態度， 言動を正そう

とする前 に，互いに合意できる肯定的な部

分を見つけ。 信頼し合える関係を築いてお

かなければな りません。合意できるところ

では合意 し，合意できない点に関しては，

穏やかに話し合える雰囲気ができるまで待つ，

これがクリスのホームティーチャーのや り

方で した。

5.証 を述べ る。

相手の思いを高め，励 ましとなるように，

福音が真実であることと教会 を導く啓示の

力について証 して下さい。 自分が助けよう

としているその相手の人に，非難されてい

るという気持ちを持たせた り，敵対心を感

じさせた りしないように気を付けて下さい。

ク リスにはほかにも，なかなか理解でき

ないことがあ りました。友達 と話 している

時に出て くる問題なのです。両親 もそのこ

とでは大分気をもんでいました。両親は、玄・

たりとも教会に活発ではありませんでした

が， 息子には教 会 に活発であ って欲しいと
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批判に対処する

思 っていました。で も，息子 の質問にどう

答えたらよいものか，さっぱ りわからなか

ったのです。 その夜，ふたりのホームテ ィ

ーチャーはク リスの家を辞 した後で
， これ

から週 に1度 彼らの家を訪問 して，少 しの

時間，彼らが知 りたい と思 っている事柄の

中からテーマを選んで，福音の原則を教え

るようにしたらどうだろうか と話 し合 いま

した。 レッスンの後では，彼 らが疑問に、思

っていることに答える時間を取るようにし

ました。

これは非常に効果的でした。 ある時，ク

リスはどうしても納得できないでいた事柄

を質問してきました。「世界には飢えで苦 し

んでいる人が数え切れ ないほ どいるのに，

教会はどうして建物の建設にお金を一杯つ

ぎ込んでるんだろう。」

ホームテ ィーチャーたちは，前の時と同

じように，この質問に対処しました。 クリ

スの言葉を分析してみると，(1〉 助けを必

要 としている人々への思いやりと，(2)教

会 が建物 に費や している膨大な額のお金へ

の彼な りの考 えに分けることができます。

このふたつの要素に分けた後， 彼らはま

ず，肯定的な部分に焦点を当てま した。 困

っている人たちへの思いや りという点で，

彼らは完全に同じ思いでした。ホームテ ィ

ーチャーのひとりが言いました。

「クリス
，君は今，貧しい人たちの こと

を言ってるけど，教会 もそのことについて

は重大な関心を寄せているんだ。私は，主

が地上の民 とその生き方を心から喜ばれた

時代というのはあまりなか ったように思う

けど，ひとつ素晴 らしい例があ、るんだ，エ
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ノクの シオンの町さ。」彼は聖典のある箇所

を開いて，ク リスに渡 し，「そこの18節 を読

んでみて」 と言いました。

「主
， その民をシオンと呼びたまえり。

彼ら心を一 にし，精神 を一 にし，義に住み

たればなり。 されば彼らの中に貧 しき者一

人もなか りき。」(モ ーセ7：18)

その ホームティーチャーは 「シオンの中

には貧 しい者がひとりもあってはならない。

教会はこの問題に取 り組んでるんだ」 と言

ってか ら，教育を受けて力を蓄える， よい

職業に就く，必需 品を貯蔵する，心身の健

康 に気 を付けるといった事柄 を教 え， その

実践を促す個 人と家族 の備えのプログラム

について説明しました。そ してこう付け加

えました。

「君はさっき教会の建物のことを言った

けど，教会の建物 というのは礼拝を行ない，

こういった事柄を教えるためにあるんだ。」

すると同僚がその後を受けて言いました。

「その通 り
，私は前に北西部の方に住んで

いた。 とて も小さな町で，私たちが改宗し

た時は，会員もそんなにいなかった。私た

ちはとにか く福音について勉強したか った。

共に集まり，学び合える場所を持つ というこ

とは本当に大切なことだと思う。私 たぢは

その町に礼拝堂を建てたんだ。並大抵のこ

とではなかったけ ど，それが本当に必要な

物で，実際の役 に立つ ということに疑いは

持たなかった。かなりのお金が心要でね，

限られた予算の中で，できる限り立派な物

にしようと頑張ったんだ。」

「で
， そのお金はどこから出たの」 とク

リスが聞きました。



同僚のホームティーチャーがそれに答え

ました。「一人一人の会員からさ。私たちが

お金を大切 に扱うのは，そういうことがあ

るからなんだ。集会場 にして も神殿にして

も立派な建物ばか りだけれど，決 してむだ

なお金は使 っていないよ。た とえ昔の私た

ちの ように貧 しい人であって も，教会に改

宗 した人の生活に生じる変化は， とても言

葉では言い尽くせないと思 う。教会は生活

水準 も含めて，あらゆる面で私たちを向上

させてくれている。福音は最終的に，霊 と

肉の両面ですべての貧 しさ，苦 しみを解決

してくれ ると私が信 じているのは， そのた

めなんだ。」

ふた りのホームティーチャーはこの時も，

問題をこじれ させることなく，ク リスの考

えを正しい方向へ導 くことができました。

ク リスの言葉の中にわずかに見えた否定的

な部分はしばらくわきに置き，まず肯定的

な考え方を補強しておいて，次に扱い方ひ

とつで難 しい方向へ進んでしまうケースを，

素晴 らしい学習の機会に変えたのです。

この対処法は教会の指導者や他の会員 に

向けられる批判にも十分に応用できます。

批判の内容 を問わず，前向きの意志の疎通

ができる部分から取 りかかる必要がありま

す。 そのような批判は，指導者，会員はす

べて完全な者であって欲 しいという願望の一

遠回しな表現に過ぎないのではないでしょ

うか。最初は，特定の個人ではなく，福音

は私 たちを完全な者にするという点 から話

し合 いを進めていくべきです。特に，ホー

ムティーチャーはその批判に同調 している

というような印象を与えないようにしなけ
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ればなりません。

この場合は，教会の指導者は霊感によっ

て召され，支持す るとは，どのような短所

を持 っているかにかかわ りなく，その人が

責任を全うできるように助けるという意味

であることを，最終的な結論 として出せる
ヒ

ように話し合いを進めていくべきです。つ

まり，神が召された人を支 えるとい.うこ と

です。 自分が指導者として召されている人

なら，誤 りのない決定を下すこ≧の難しさ，

人々の支持がどれほど大きな力になるかを

話すの も良いかも知れません。

さらに言えば，その批判を 口にして.いる

本人が，他の人の欠点 と自分 自身の救いに

は何の関係 もないということを思い起こせ

るよう，思いや りのある方法で導くとよい

でしょう。

批判に対処する方法のいかんを問わず，

他のすべてに勝るひとつの原則があります。

そうです， それは愛です。批判は愛にとっ

て最大の障害物かも知れ ません。 しかし，

愛は他 を批判する心を克服するための最強

の武器で もあるのです。福音は私たちに，

愛を 自分の中に持つだけでなく，他の人の

心の中にそれを植 え付けるように教えてい

ます。それをするには，愛を示す必要があ

ります。私たちはホームティーチングの中
たた

で，担当家族が達成 した事柄を称え，訪問

して語 り合い，助け，教え，支え，手を差

し伸べることによって愛を示 します。それ

がホームティーチングです。それが福音へ

の愛を築き，互 いへの愛を高める過程なの

です。
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セ
ミナ リーのクラスが終わ り，生徒た

ちはいつ ものように若者 らしいにぎ

やかな会話を交わしながら，それぞれに 自

分の本を取 りまとめていました。そして三

三五々クラスを出て行 く彼らの心は， もう

次に何をするかに飛んでいま した。

やっとひとりになった私は，幾分疲れを

覚 えながら，教室の一番前 に夢る自分の椅

子にどっかりと腰を落 としました。 いささ

か 自信を失くし，動揺 していたのか も知れ

ません。その 日は特に苦 しい 日でした。毎

度繰 り返されるデニスとのや りとりの中で，

私は激しく攻めたてられたのです。

デニスは，私が 福音 につ いて話す一 言

一言に必ずといってよいほど突っ掛かって

きました。 その上，以前の話 し合いの中で

答えを出して おいたは ずの質 問を また持

ち出して くるの です。デニ スの巧 みな 言

葉にのせ られて，私 自身の考 えを明らかに

せ ざるを得なかったことも一度ならずあ り

ました。私は自分の教えている永遠の原則

が真実であることをもう一度証 し，それ に

個人的な証を付け加えました。

私は机の前に座 り， 自分の態度が幾つか

の点において，教条主義的で角々し過 ぎた

のではないだろうかと考え始めていました。

もちろん私が 教え たのは教会 の公式の見

解で，聖典や教会幹部の言葉，また私 自身

の体験からも裏付けることのできる もので

した。 しかし若い人たちには私の言葉はき

つ過 ぎて，受け入れてもらえなかったので

はなか ろうか， デニスや時々彼の肩を持つ

アリスのような生徒たちの心が私か ら離れ

ていって しまったのではないだろうかなど

と考え込んで しまいました。

私は自分の机を整理し始めながら， この

問題について祈るような気持 ちで考えてい

ました。その時，私のクラスの生徒のひと

りである ジョンが置き忘れた本を取 りに教

室に入ってきました。

「先生
，調子はどうですか。」

「まあまあかな，君はどう。」

「絶好調ですよ。先生，さっきの授業，

デニスのお陰でちょっと脇道にそれ ちゃい

ましたけ ど良かったですね。」

それか らジ ョンは少し言葉 を選 ぶように

しながら，こう聞いてきました。「デニスは

先生の言葉にからんだ り逆らうようなこと

「も』しラ ッパ が

はっき り した音 を

出さないなら」

ウェ イ ン ・B・ リン
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を言ったりしますけど，そのこと気にして

らっしゃるんじゃないですか。」

私はジ ョンの言葉 に静かにうなずきまし

たが，ただそれだけでなく， デニスの心を

つかみ，主の教えに対して， もっと前向き

の信仰を持つように指導できない 自分 自身

の、ζ・がいなさが何ともやりきれないという

ことを話 しました。

するとジョンは笑みを浮かべながら，「そ

うじゃないか と思 ってたんです。先生， ジ

ョンのことでちょっとお話しておいた方が

いいと思うんですけど……」 と言ってきま ・・

した。

「デニスには教 会員 でない友達 が学校

にたくさんいるんです。 彼はセ ミナ リーの

クラスでは反抗的に見えますけど，一旦学

校に行 くと，先生と同じ立場に立たされる

んです。 彼が先生に仕掛ける議論は，彼 自

身が友達 か ら吹っ掛 け られ た議 論 なんで

す。ですか らデニスは，先生か ら聞いた答

えを友達の ところで話すんです。何のこと

・はない，先生か ら答えを仕入れるためにあ

んな態度に出るんですよ。」

ジョンは自分の本を手に取ると， にっこ

り笑って部屋を出ていきました。 席に腰を

おろし直した私の顔 もほころんでいました。

ジョンの言葉でそれ までの ことがすべて飲

み込めたのです。 そして，今度デニスから

質問を受けた時 もきっと理解ある態度で接

しよう。喜んで彼の助けになろう'と心 に思

いました。

もう恐れはあ りませんで した。 もし私が

デニスの態度にたじろいだ り，妥協的なこ

とを言ってたりしたら，一体 どうなってい

たで し、ようか。 デニスの信頼を失 っていた

ばか りか， 彼を裏切 り，彼の教師としての

神聖な使命に背くようなことになっていた

のです。

パウ ロは言いました。「もしラッパがはっ

きりした音 を出さないなら，だれが戦闘の

準備をするだろうか。J(1コ リン ト14：8)

私 た ちは人の耳元でラッパをやかましく鳴

らすようなことは しません。 しかし，その

教えを軽々しく吹聴するわけでもありませ

ん。 それは，快 く，誤 りのない，確かな音

色でなければならないのです。
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グウンド.リ升_ズ

奇しきみわざ

ル シー ル ・C・テ イ ト

リ
グランド ・リチャーズ長老が説教壇

に立つと，聴衆の間に興奮の波が静

かに広がっていきます。 多くの人は以前に

彼の話を聞いたことがあるのですが，ほ と

んどの人は身をのりだすようにして話 を聞

こうとしています。 リチャーズ長老独特の

ユーモアのセンスと清らかさ，あるいは彼

自身の逸話や体験談から人を救う福音の力

にっいて語る才能，聴衆 をひきつけるもの

がそこにあるのです。

現在の教会幹部の中で， リチ ャーズ長老

ほど長寿を保 っている人はいません。 ひと

りもいないのです。

事実，1982年6月19日 ， リグラン ド・リ

チ ャーズ長老は教会指導者の間に記録をう

ちたてました。その 日，彼はデビッド・O・

マ ッケイ大管長の96歳 と132日 という記録

を更新 し，末 日の神権時代 における最高齢

の教会幹部 となったのです。

この長寿記録をうちたてる数 日前に， リ

チャーズ長老はソル トレーク ・シティーの

病院で手術を受け，右足をふくらはぎの中

ほどから切 断しました。右足の下部に血が

通わなくなっていたためです。 しか し， こ

の大手術 もリチ ャーズ長老をベ ッドに縛 り

つけておくことはできませんで した。 彼は

手術後間もなく，義足をつけ，松葉杖をつ

いて指導者 としての責任を果たし始めたの

です。

年 月と共 にリチ ャー ズ長老の肉体 は衰え

を見せていますが，活気は少しも失われて

いないようです。それは彼の話 を聞けば分

か ります。 リチャーズ長老は響 きわたるよ

うな声 と速いテンポで人々に息 もつかせぬ
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勢いで話すので，聴 き手の方が少 しは息を

つけばよいのにと思う程です。

リチャーズ長老の説教はどれも新鮮で活

気にあ、ζ・れ，メッセージはいつも生き生き

しています。 よく見か ける ことですが，

説教をまとめる段階になるとしばし話 を中

断 し，管理者か司会者 の方を振 り向いてこ

う尋ね ます。「もうひとつ別の話をする時間

がありますか。」リチ ャーズ長老は1日 中で

も話し続けるか もしれません。 彼の話か ら

あ、ζ・れ出る喜び， それこそ私たちが求めて

いる ものなのです。

リチャーズ長老は由緒ある家庭で育ちま

した。 これまで に5人 の使徒が リチャーズ

家か ら出ています。副管長がふた り(ウ イ

ラー ド， スティーブン・L)， 十二使徒評議

員会会長がふたり(フ ランク リン ・D， ジ

ョージ・F)， 現在のリグランド，十二使徒

補助がひとり(ス テイナー)， それに七十人

定員会会員がひとり(七 十 人第一定員会会

長会の一員，フランクリン ・D)で す。

現在96歳 の リチャーズ長老は，この神権

時代 における教会歴史の実 に半分以上を生

きたことになります。その半生はジョン ・

テイラーからスペンサー ・W・ キンボール

まで，10人 の大管長の在任期間に及んでい

ます。

回 チャーズ長老の少年時代

リグ ラ ン ド ・リ チ ャ ー ズ長 老 は ，1886年

2月6日 ， ユ タ 州 フ ァ ー ミ ン ト ン で 生 ま

れ ま し た 。 父 親 は ジ ョー ジ ・F・ リ チ ャ ー

ズ， 母 親 は ア ル ミラ ・ロ ビ ン ソ ン ・ リチ ャ

ー ズ で
， リグ ラ ン ドは15人 兄 弟 の3番 目 で

した。

骨を折って働 く，それが リチャーズ家の

習慣 でした。小 さな子供といえども，何 ら

かの責任が与えられました。各々が年齢 と

理解力に相応 した仕事 をするように教えら

れていました。 そして，期待を裏切 らずに

仕事を果たすように励 まされました。

11歳 になると， リグランドは一人前の仕

事ができる年齢になったと見なされました。

父親を心から愛するリグラン ドは喜んで一

緒に働 きました。 そして父親から日々受け

る教えや， しば しば交わされる福音に関す

る話 し合いにより， 多くのことを学びまし

た。

リグラン ドは父親を助けて16ヘ クタール

の トウモロコシ畑を除草し，すきで耕 し，

幅が3，5メ ー トルもある穂刈機を操作しま

した。 また，干 し草や材木，ア ドービれん

が，石灰， まきなどを運び ました。

行 なう仕事が何であれ，冬になると大変

でした。 まきを集めるために父親と深い峡

谷に入ったこと，凍 りついた手袋のこと，

ヒマラヤ杉 の切 り株を堀 り起こしたこと，

あるいは馬に逃 げられそうになったこと，

リグラン ドはよくそのような話をします。

リグランドは父親の模範を目にし，何で
そな

も進んで行なう精神を具えていましたから，

奉仕を当た り前のことと考えるようにな り

ました。執事定員会の会長を務あていた時

のことです。 リグランドはステーキ部長会

で働いていた父親の ように，忠実にその責

任を果たしました。当時のことを振 り返っ

てこう語 っています。「毎週土曜 日には集会

所を掃除しなければなりません。大きな2

台のス トーブにくべるまきを割 り，まき入

聖徒の道/1983年2月 号 25
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蟷 麟睡

リグラン ド・リチャーズの半生 ：少年時

代，宣教師の頃，妻のアイナ・ジェーン・

アシュ トンと新婚時代，地元の教会指導

者の頃，教会幹部の頃。

れまで運びます。 そして 日曜 日の朝には早

く来て， ほこ りを払 い， 火をおこして部屋

を暖めておきます。 また，石油ランプのほ

やをきれいにして油を満たし，庭の手入れ

もしておきます。

父親からの教育は大変に印象深いもので，

リグラン ドの心 には， 自分の思いをコン ト

ロールして清 く保つという責仕が刻み込ま

れました。ある 日のことです。 「私は最 初

のスポーツの試合の場所から離れると，そ

こで聞いたような好ましくない話をして友

人の心を汚すようなまねは絶対にすまいと

決心 しました。」

リグラ ンドは将来の伝道の召 しに備えて，

聖典 を研究 し，暗記しました。 この習慣 は

今 日に至るまで続いています。 また，予 言

者についても詳しく勉強したので，予言者

に対 して， 自分 の友であるという特別な気

持ちを抱くようになりました。「すべての人

が最 も学識の深い人々と交われるわけでは
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ありません。 しかし私 たちは，伝え られて

きた記録から，神の偉大な人々の生涯や業

績，教 えなどについて学び，彼らと毎 日交

わることができるのです。

圃 康面での試練

リグラン ドの半生は，少年時代 も含め，

健康面ではあまり恵まれていませんでした。
あ

何度 も病気 にかか り事故にも遭 いましたが，

その度に リグラン ドの気質はみがかれ，霊

的に強 くな っていきました。
おの

まだ幼い少年の頃，斧の背が頭にぶっか

りました。 リグラン ドは意識を失って倒れ，

頭か らは血が流れました。 しか し，神権の

祝福 と治療のお陰で快復 しました。

それか ら間もなくして，馬車に乗 ってい

た リグラン ドは， 馬が突然後ずさりしたた

めに，投げ出されて地面 にたたきつけられ

ました。その時，頭の上を車輪が通 りまし

た。そして助け出される前に，とって返す

車輪で再び頭をひかれたのです。驚いた父

親は泣き叫ぶ息子 を抱き起こし，祝福 を与

えました。 この時も完全に快復しました。
おか

8歳 の 時，股関節をある種の病気に冒さ

れ ました。 リグラン ドは9カ 月の間，腰の

周 りと足全体にギブスをはめ，松葉杖 をつ

いて生活しました。 そのため，学年が1年

遅れました。ま だギブスをはめていたある

日のこと， リグラン ドは狂暴な雄羊に襲わ

れました。繰 り返 し襲いかかってくる雄羊

に対 しづ棚 に寄 りかか り，両手でその攻撃

をかわそうとしました。何 とか命が助かっ

たのは，腰の周りのギブスのお陰でした。

9歳 にな ってまだ松葉杖 を使 っていた リ

聖徒 の道/1983年2月 号

あ

グラン ドは，さらに不幸な目に遭いました。

再び馬車にひかれたのです。「私の腕は馬車

にひかれて折れていました。私は手探 りで

松葉杖 を捜 し出して， どうにか馬車の下か

ら，はい出しました。腕はひどい角度に折れ

曲がっていました。で も，ベイソン ・、パス

チ ャーから父が帰って祝福 してくれるまで

は，医者に治療 させようとはしませんでし

た。」
しよう こう

少年時代 に重い狸紅熱にかか り，熱が高

くなって危険な状態が何 日も続いたことも

あ りました。

ようやく19歳 になって伝道に出発する準

備 が整った時，再 び松葉杖が必要 になりま

した。今 回はひざの関節がはれてひどく痛

みました。 医者は，家で療養するように勧

めました。 しか し， リグラン ドは父親に頼

んで神権の祝福を施 してもらい，予定され

た 日に，松葉杖 も包帯も使わずに，伝道に

出かけて行ったのです。

たったひとつの例外を除けば， どのよう

な事故 も病気 も， リグラン ドに後遺症を残

していません。その例 外とは股関節の病気

のことです。後遺症 として，片方の足が4

セ ンチほ ど短いために生涯びっこをひくこ

とになりました。 また，ほどんどいつ も不

快感と痛みに悩まされることになりました。

成人してか らも健康面での試練は続きま

す。最初と2度 目の伝道期間中に，視力が

しだいに衰 えていき， まった く字が読めな

くな りました。 リチャーズ長老は次のよう

に記しています。「船酔いをしているような

気分だ。 はげしい頭痛 と吐き気がする。」

1912年 ， 結婚後わずか3年 目に，1ノグラ

ン ドは恐ろしい伝染病である天然痘 にかか
モ'
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りました。その後，1918年 か ら翌年 にかけ

て悪性のインフルエンザが大流行した時に

も，病に倒れました。

これらの試練 に加 えて， リチャーズ長老

は1942年 と1964年 に心臓発作を起 こしまし

た。最初の発作があった時，医者はこう言

いました。「きょう1日 もつかどうか，10セ
か

ン トも賭けられませんよ。」しか し，リチャ

ーズ長老は命を取りとめ，しだいに快方へ

と向かっていったのです。

リチャーズ長老は快復すると通常の仕事

にもどりました。 しか し， ステッキをっい

て歩 く姿をよく見かけるようになったのは

この頃からです。以前 に患った股関節の病

気のために，足の運びは思うようにいきま

せん。しかし足取 りが遅 くなることはあり

ませんでした。

1978年 ， ヘルニアの手術後， リチャーズ

長老はボイ ド・K・ パ ッカー長老と一緒に

歩いて神殿での集会 に向かいました。パッ

カー長老は自分の腕 に体重がかかって くる

のを感じて，心配そうに尋ねました。「いつ

も痛むのですか。」

すると元気のいい声が返ってきました。

「がまんできないほどじゃないさ。」

1979年2月23日 ， リチャーズ長老は病院

に収容され，1カ 月近くも危険な状態が続

きました。死亡記事が準備され， リチ ャー
せいきよ

ズ長老の逝去 は時間の問題であると・大管

長会と十二使徒会に知 らされました。 しか

し，病状はしだいに快方へと向かっていき

ました。

その後，十二使徒会ゐ会合でリチャーズ長

老はこう言いました。「議事録を読む と，私

が間もなく死ぬという知 らせ を受け取 った

結婚50周 年を祝 うリチャーズ長老夫妻

ことが書いてあ ります。皆さんは私にかつ

がれたわけですな。」

回 グランド・リチャーズの特質

リグラン ドが少年時代に受 けた しつけは，

子供 の頃に経験 した多くの試練 と相まって，

真のクリスチ ャンとしての特質を築き上げ

ていきました。 リグラン ドは若い時から，

正直かつ勤勉であり，福音のために献身し，

信仰と祝福に対する神への感謝に満たされ

ていました。幾つか例を挙げてみましょう。

勤勉 と献身1905年 ，最初の伝道をオラ

ンダで開始 した時，伝道本部 で働く責任が

与えられました。 リチ ャーズ長老はオラン

ダ語 を十分 に話せなか ったので，1早くオラ

ンダ語を身につけなければ伝道の妨げにな

ると感 じました。そこで，伝道本部の仕事

を手早 く片付けて，残 った時間をオランダ
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語の勉強にあてました。それに加えて，伝

道のみたまが リチャーズ長老の上に力強く

注がれ ました。彼はこう記 しています。「私

は どうしても福音を宣べ伝 えたいと思 った

ので，5時 前に起きてオランダ語を勉強し，

午後には伝道に出られ るように本部の仕事

を片付けた。」リチャーズ長老は，1日 に50

枚 ，92枚 ，110枚 の チラシを配 ったと記録

聖徒の道/1983年2月 号

1905-1908年 の伝道 を終えて帰還 した当時

の リグラン ド・リチャーズと家族。父親ジ

ヨージ ・F・ リチャーメ長老(前 列左)の

後ろに立 っている。

しています。 そしてそれらのチラシを回収

するために再度訪問することにより，最初

のうちは確かに不完全でもたついてはいま

したが，福音に関する会話をたくさん交わ

すことができました。伝道時間が制限され

る本部の宣教師として， リチャーズ長老が

どれだけ努力したかは，当時の宣教師ひと

りの配るチラシが月平均197枚 で あったと

し.】う事実からも明 らかです。

1926年 ， ヒーバー ・」・グラン ト大管長

か ら短期間の宣教師としての召しを受けま

した。 リチャーズ長老は仕事と家族 を残し

て， 国内の他の場所で6カ 月間伝道しまし

た。1929年 ， グラン ト大管長から再び召し

を受 けました。今度は家を売 り，仕事をや

めてカリフォルニアヘ 引っ越し，そこで最

初はグランデールワー ド部の監督として，

その次 にハ リウッ ドステーキ部のステーキ

部長として働いて欲しいというもので した。

そのような召 しは，教会歴史のこの時点で

は，きわめて異例のことでした。 しか しリ

チャーズ長老は，使いの者からその召 しを

受け取 った時，こう言いました。「大管長 に

伝えて下さい。私は主 と教会 と大管長のな

さることをいつも念頭 に置いています。 も

し大管長がそのように望まれるのであれば，

1952年 に十二使徒定員会会員に召され た当

時の リグラン ド・リチれ一ス長老(前 列左)

と家族。

{
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私は参ります。」

信 仰 リチャーズ長老が最初 の伝道を終

えて船で帰 国する途 中，海が荒れてきまし

た。そしてアメリカの海岸に近 い所で，激

しい嵐になりました。 山のような波が逆巻

き， 甲板 に固定されていない物はすべてさ

らわれました。 スカンジナビアから帰る途

中のある姉妹が， リチャーズ長老，あなた

は恐くないのですか，と尋ねました。

「そうですね
，あなたや他の乗客の方が

どうなるのか私 には分か りません。で も私

の心は母 の部屋でくつろいでいる時のよう

に，安 らかです。私 は，伝道を立派に果た

せば，無事家に帰れるという約束をいただ

きました。私の伝道は主のみこころにかな

うものであったと思います。ですから，私

は家 に帰るのです。」

感 謝 感謝の心は，リチャーズ長老の生

活の基調 となるものです。彼はアムステル

ダムで伝道していた時のことを振 り返って

こう語っています。「小さな礼拝堂によく出

かけていき，説教壇の後 ろにひざまずいて，

この地で伝道する特権や……福音について

証する機会が与えられていることを，心か

ら主に感謝 しました。そうする時・に，心 の

中にわきたつような喜びを感 じました。」こ

の喜びは伝道期間中いつ も， リチ ャーズ長

老と共にあったのです。

圏 会での幅広嘩 仕

主は リチャーズ長老を数 多くの奉仕の業

に召され ました。専任宣教師として2度 ，

伝道部長 として2度 ，それらの年数を合わ

せると10年 近 くになります。 また教会幹部

としての在任期間は40年 になり， これは今

も続いています。 さらにポー トラン ドとオ

レゴンで支部長を，ソル トレーク ・シティ

ーで(2度)監 督を，カ リフ ォルニアで監

督 とステーキ部長を，それぞれ忠実に果た

してきました。

1938年4月6日 ， リチャーズ長老は教会

の第7代 管理監督として支持されました。

それから14年 の間に管理監督会は 多くの貢

献をしました。 その幾つかを挙げてみまし

ょう。

●ワー ド部の管理維持 と必需品に関する全

教会予算制度(当 時，副ステーキ部長であ

ったマーク ・E・ ピーターセ ン長老は，こ

の変更 について次のように語 っています。

「ワー ド部とステーキ部の財政管理に対す

る考え方を根底から変えて，社会全体 に大

きな利益 をもたらしました。」)

●全教会の什分の一 と献金をすべて管理監

督会事務局にいったん集め， それか ら各ユ

ニッ トの出費をそれ ぞれの規模 と必要に応

じて払い戻す制度。

●中央教会員記録(そ れ以前は，ワー ド部

レベルでのみ会員記録が保管されていた)

●個 人賞および団体賞プログラム

●教会全体の聖餐会出席者の著しい増加

●ワー ド部および ステーキ部の集会所の敷

地の整備 と美化

リグラ ンド ・リチャー ズは，教会員がは

るかに少ない時代の管理監督 として， ひと

つの方針を掲げていました。管理監督会の

ジ ョセフ ・L・ ワース リン副監督 は，それ

を 「門戸開放策」 と呼んで次のように説明

しています。「それはリチャーズ監督が就任

した時か ら正式に発足しました。管理監督
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または副監督 と話したい人はだれで も，中

に入って話せるようになったのです。私た

ちの事務室の ドアはいつ も開いていました。

未亡人，疲れ切 ったビジネスマン，間題を

抱えた青少年，移住者などが，いつでもリ

チャーズ監督から温かい言葉 と援助 とを受

けることができたのです。」

國 徒としてのリチャーズ長老

1952年4月6日 ， 日曜 日の正午 を少し回

りました。第122回 年 次総大会の午前の部

会が終了 したところです。 リチャーズ監督

は何の予告 もなしに，ヘ ンリー ・D・ モイ

ル副管長から声をかけられ，デビッ ド・0・

マッケイ大管長 が事務室でお待ちですと告

げられ ました。 リチ ャー ズ監督が部屋 に入

ると，大管長は，2月3日 に亡 くなった ジ

ョセフ ・F・ メリル長老に代わって十二使

徒定員会の空席をうめる人としてあなたが

選ばれました と言いました。 リチャーズ長

老はその時の様子を次のように語 っていま

す。「私 も大管長 も共に涙を流 し，抱き合い

ました。 それから私たちは，午後の部会に

向かいました。」

それ以来30年 にわたり，十二使徒評議 員

会の一貝として，様々な面で奉仕の業を行

なってきました。十二使徒 として リチャー

ズ長老は， これ まで決 して忘れたことのな

い伝道活動に加 えて，特別な管理の割 り当

てや様々な管理会，委員会活動 などの諸分

野にも力を注いでいます。

多くの教会幹部 と同じように， リチャー

ズ長老は広い地域にわたって旅行 し，声高

く証 を宣言 しました。文字通 り教会全体 を

くまなく旅行 して，伝道部 を訪 問し，大会

に出席したのです。 さらに， 多くの教会幹

部 と共 に地域大会 に出席 し，ソルトレーク・

シテ ィーで開かれる総大会に集う望みすら

持てない人々の所を訪れました。

圃 しきみわざ」

リチャーズ長老は教会に数 多くの貢献 を

してきましたが，だれの心 にもまず思い浮

かぶ ものは，最初の著書 「奇 しきみわざ」

です。(他 に2冊 の著書があ ります)「 奇 し

きみわざ」は32年 間(1950-1982)に23版

を重ね，モルモン経を除けば，最 も広く普

及した教会出版物 にな ります。担当者の報

告によれば，合衆国で150万 部 か ら200万

部 印刷され，さらにヨーロッパで5万 部印

刷された との ことです。 この本はすでに18

力国語 に翻訳されています。 リチャーズ長

老は本の印税を一銭 も自分の ものとせずに，

すべて教会の伝道活動のために寄付 してい

ます。

「奇 しきみわざ」を通 して霊的な影響 を

受けた人や，改宗へと導かれた人が大勢い

ます。そのような人の体験談が全世 界から，

あ らゆる年代の人々か ら，そ してあらゆる

生活環境にある人々か ら寄せられています。

リチャーズ長老の事務所にはほとんど毎 日

のように，「奇 しきみわざ」に関する体験談

や著者への感謝 を記した手紙が届きます。

あるいは直接本人が訪れて話をしていきま

す。

リチャーズ長老は，現代に主の王国を建

設する上で行なった最 大の貢 献は，「奇 し

きみわざ」にあると考 えて います。「世の
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中にはいつの時代にも，教会員になれ る善

男善女が大勢います。 しか し， じっくりと

真理を吟味 して理解する人はほとんどいま

せん。私のこの本は，それを助けているの

です。」

回 チャーズ長老の家族

リチャーズ長老は人々に対 してあらゆる

奉仕 をしながらも，家族を忘れることは決

してあ りませんでした。妻のアイナ(1977

年 に他界)と8人 の子供のためには心か ら

尽くしました。この家族の絆は，、ζ・た りが

結婚 した1909年 に始ま ります。

リチャーズ長老は，絶えずアイナの必要

に気を配るように努めました。実際に次の

ように語っています。「子供 たちが赤ん坊の

頃，病気の時を除いて，妻が夜に起きたこ

とはなかったと思います。昼の間，妻は子

供 たちの面倒を見て(快 適 に過 ごせるよう

に悪戦苦闘して)い ますが，私は本を書い

ているだけです。それなら夜の間は私が面

倒 を見ようと思ったわけです。子供が泣く

と，大急ぎで起きて， ミルクが必要 なら，

それを与えますし，お しめが濡れていれば，

取 りか えます。子供が病気でない限り，夜

の間は子供を世話する責任から妻を解放 し

てあげました。」

リチャーズ長老は，病気の子供の世 話は

妻 にまかせたと言っていますが，実際はそ

うではありません。子供たち一人一人が，

病気の時に父親から優 しく看護されたこと

を話しているか らです。すなわち， リチャ

ーズ長老は子供をベッ ドに運んで優 しくな

だめ，痛む足をさすってあげ，祝福を与え

たのです。家族全員に対して心からの真実

の愛 をいつ も抱いてきたのです。

1959年5月 ， リグランドとアイナは金婚

式を祝いました。50年 以上の年 月を振 り返

るふた りの心 には様々な試練，喜び，失っ

たもの，得たものが去来し， それらのすべ

てがアイナの短い言葉に凝縮 され要約され

ています。「私たちよりも幸せで素晴 らしい

人生を送る夫婦はいないと思います。」

囚 々の友

リチ ャーズ長老の親近感にあ、雪・れた態度

は，世 界中の人々をひきつけます。彼はす

べての人から愛される使徒 です。説教 の始

めと終わりには，その特質を示すように，

愛と温情と誠意を聴衆に伝えようとします。

リチ ャーズ長老はよくこう言います。「私た

ちが話 したことは忘れて も，教会幹部が握

手 したことはいつ までも覚 えているでしょ

う。」

私たちが リグランド ・リチ ャーズ長老を

思い出すのは，彼の特質のせいか もしれま

せん・ しか し， リチャrズ 長老を思い出し

て しのぶようなことになる前に，私たちは

もっと彼の説教 を味わい， 自分の もの とす

ることができます。90歳 の誕生 日を祝 う席

で，N・ エル ドン ・タナー副管長はこう尋

ねました。「合衆国で生涯 を送られたわけで

すね列 するとリチ ャーズ長老は即座 にこう

答えました。 「まだわか らんさ。」

*こ の 記 事 の 資 料 は ，近 日刊 行 さ れ る ル シ

ー ル ・C・ テ イ ト著L6G鵤n4R露hα 名4s』

B6Jo循4・4ρos舵 か ら 引 用 さ れ て い る 。
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左上lI926年 に合衆国東部へ短期間の伝道に出かけたリチ ャーズ長老 と家族。1925年

12月30日 撮影。右上 ：ユタ州 卜一エルにあるジョージ ・リチャーズの家。世紀の変わ

リ目にリチャーズ長老は10代 の時期をここで過 ごした。左下 ：ig38年 に新 しく召され

た リグラン ド・リチ ャーズ管理監督(中 央)と ，副監督のマービン ・J・ アシュ トン

(左)， 同 じくジョセフ ・L・ ワース リン(右)。 右下 ：ソル トレーク ・シティーのシ

ュガーハウスワー ド部の リグラン ド・リチャーズ監督。父親 と息子 の活動に，息子の

ラモ ン トとリグラン ド・ジュニアを連れて出席 した時の写真 と思われる。
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ゆ
るやかな起伏を見せなが ら， どこま

1で も広がる北モンタナの夏の大平原。

高く生い茂った草をざわめかせる風が，あ

、る小さな一軒屋のみすぽ らしい壁板 に吹 き

付け，うなるような音をたてていました。

その家は， この広大な地のはずれに寂しそ

うに建 っていました。 そして家の近 くを ミ

シシッピとの合流点 目指 して， ミズー リ川

が とうとうと流れていました。 時折， はず

れかかった壁板が強い風に吹かれて， カタ

カタとその家の住人にも聞こえるほ どの音

をたてていました。

その 日は 日曜 日で したが， この見渡す限 ・

りの大平原は，人の手 になる2，3の 卑不な

造作がなければ，遠い昔からそのままの姿

をとどめた，時の移ろいをまったく忘れさぜ'

て しまいそうな所でした。何 もか もが昔の

ままで，時空を超越した世界のようでした。

家具 と名の付く物などほとんどない，一

間だけのこの寂 しい一軒屋 に住 むポインテ

ィング・アイアンは，かつてはあの誇 り高き

偉大なスー族の勇敢 な戦士で したが，すで

に年老いて体 も弱 り，古びたベッ ドに身を

ゆだね，寝たきりの生活を送っていま"した。1

その居留堆内のインディアンの家の中の

様子は， どれを取ってもほとん ど同じよう

なものでした。彼はそのうつろな視線を，

厚い板紙で覆われた部屋の壁に投げかけて

い.ました。 ところが，彼のぞのあて どない

視線が色あせた古い写真や昔の記念の品々

の上にとどまった瞬間，彼の明敏 な心の中

に，次か ら次 と，遠 く過ぎ去 った 日々の思

い出がよみがえってきました。 ポインティ

ング ・アイアン自身 も自分の年が幾つかを

覚えてはいませんでしたが，彼を知る人の

中に も，それを知っている人はだれ もいま

せんでした。そ、れで もスー族の仲間たちと

喚
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楽 しく過ごした時代のことがあ、玄・れるよう

に心の中に浮かんできました。彼はその人

生の中で，何度 も何度 も数 多くの冬を過 ご

してきていました・。

ポインティング ・アイアンはその 日が何

の 日か を忘れてはいませんで した。そして

太陽が真昼 を指 し示すのを，期待に胸 をは

ずませなが ら待 ちかまえていたのです。正

午近 くになると，かつては強力で知られた'

そ の腕を伸ばし，老いさらばえた身を・覆う

毛布 とす り切れ たキル トを整え，両の肩か

ら真直 ぐに垂れ る美しい銀髪の三つ編みに

節くれだった手 をや りました。髪をきちん

と整え，どんなに辛くて も首を誇 り高 く上

げてお くことは，決して忘れてはならない

大切 なことでした。

彼はその時の到来を今や遅 しと待ち構え

ていました。 間もなく強くノックする音が

あ り， ドアがきしみながら開きました。そ

して地味な衣服に身を包んだふたりの宣教

師が，吹きすさぶ風を逃れてほっとした様

子で中へ入ってきました。

ポインティング ・アイアンは待ち兼ねて

いたようにその腕を差 し伸べ，大切 な用件

で 自分の粗末な小屋を訪ねてくれた、雪・た り

の宣教師と握手 を交わ しました。ポインテ

ィング ・アイアンも長老たちも，相手の言

葉は互いにほとんど話せませんで した。 し

かし，交わす言葉は少なくても，彼らは皆，

自分たちの心がひとつ に通い合 うのを感じ

ることができたのです。

それでも長老たちは スー族の言葉 で書い

た一冊の讃美歌 を持 っていました。 ひとり

が讃美歌を選んでいる間に，もうひとりが

針金で結わえ付けただけの古びた木の椅子

を部屋の真ん中に運びました。そして， そ

の上にアイロンがきれいにかけられた清潔.

聖徒 の道/1983年2月 号

な2枚 の八 ンカチを静かに広げ， きれいな

小さい皿を置きました。1・」阻には小さなパン

のかたまりを入れ，その隣には澄んだ井戸

水の入った小さなコップを置きました。聖

餐式の準備はすべて整いました。

讃美歌が開かれ，.・3人は 「祈 りは楽しき」

を心を込めて歌いましたbひ と，りの宣教師

が開会の祈りを捧げた偽 先輩同僚がひざ

まずいてパンの祝福をし.ました。皿が差心

出され ると，ポインティング ・アイアンは

震える手を伸ばし，小 さなひ とかけらのパ

ンを取 りました。それは御 自身を犠牲にさ

れた愛する救い主の体の記念でした。 日焼

け したしわだらけの彼のほほを，涙がゆっ

くりと伝い落ちました。

水が祝福 され，ポインティング ・アイア

ンがそれを受けた後，長老たちは再び讃美

歌を開 き，共に声を合わせて 「悩めるイス

ラエル」を歌いました。後輩同僚が閉会の

祈 りをしてか ら，椅子 とその上の ものが片

付けられ，聖餐式は終わ りました。ポイン

テ ィング ・アイアンは再び誓約 を新たにし

たのです。長老たちはその場を立ち去 り難

い気持ちでした。モンタナの平原にある，

この古びた一軒屋で強く感 じた霊的な思い
な ごゆ

が，別れを名残惜 しくさせたのです。

しか し， ようやく彼らは愛する兄弟 と握

手をして別れの言葉を告げ，吹 きすさ、三ミ草

原の風の中に串て行きました。 しかし， ど

ういうわけか， その風は もはや何の苦にも

感じられませんでした。

この聖餐 式は週に1度 の安 息 日の大切な

任務で した。年老いた勇敢な戦士ポインテ

ィング ・アイアンがこの世の生涯を終え，

チキン ・ヒルの大きな古いインディア ン共

同墓地 に安息を得るまで，、ζ・たりの長老は

喜んでその務めを果たしたのです。
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r私 はあなたに大変な間違いをしてもら

いたくないのよ，ミッシェル。私たちの

言う通りにすれば間違いはないわ。」

私
は本の裏表紙の袋 に貸し出しカー ド

をはさんで女の人に渡し，それから

顔を上げてロー リーの大きなブルーの目を

見た。 その 目はさっきから，鼻のまわ りの

そばかすの間か らじっと私を見つめていた。

「ブ リガム ・ヤング大学から何か言って

きた?」 ローリーは目を輝かせながら聞いた。

「私よりもあなたの方が気にしているみ

たいね」 と私は笑ったが，本当はそうでは

なかった。私の一生，これから起こること

すべてが，まだ見たこともない人の下すこ

の決定の上にかかっているとまで私 は考え

ていたのである。

「絶対入学できるわよ
。」ローリーは机の

向こう側へまわって，返却期限の過 ぎたカ

ー ドの整理を しなが ら言った。「この2年 間

あなたのような成績 なら絶対よ。それに教

会員にもなったし。 そうよ，一問題はないは

ずだわ。 ユタヘ行って， あの山々に囲まれ

てBYUで 学 べるなんて，本当にうらやま

しいわ。」そう言ってロー リーはそばかすだ

らけの鼻にしわを寄せた。

「大学側は私が改宗 したばか りだ という

こと知 らないのよ。 ロー リー， あなただっ

て もう2年 すればBYUへ 行 くんでしょう。」

「2年 ね
，今行こうとしているあなたと

比べたら，ずい分遠い先のことっていう気

がするわ。」 ロー・ワ、一はため息をもらした。

私は笑いを抑 えることができなかった。

ロー リーは優しくて，心の広い誠実 な人だ

った。4つ も年下であるが，私 にとってだ

れよりも心の許せる友だった。福音 を教え

てくれたのも彼女だった。私の人生を変え

た人である。私の知 っている唯一のモルモ

ンの少女 であるロー リーは，まさに教えの

見本のように思えた。

私 は雑誌の山を棚 に運び，分類 して正 し

く並べた。私は16の 時か ら毎年 夏になると

このフランク リン市立図書館で働いた。マ

ジソンの大学に行 くために2年 間離れてい

たが，それで、もこの仕事はハイウイスコン

シンの森のす.みにある人口7千 人の市で私

が見つけ得 る最高の仕事だったのである。

去年の夏，図書館は、ζ・た りの高校生を雇

った。そのひ とりがロー リーであった。親

しみがあ り，話好きのロー リーはみんなと

仲良く働き，だれもが彼女のことを末日聖

徒だ と知る ようになった。 モルモセやブ リ

ガム ・ヤ ング大学という言葉は，学校で歴

史書を読んで知っていたが，詳 しいことは

聖徒の道/1983年2月 号 37



「高慢と偏見』

何も知らなかった私である。なぜだかわか

らないが， この少女を見て， これまで考 え

たこともなかったモルモ ンやその大学のこ

とが急に気にな り，も』っと知 りたい という

気になったのである。

それは1年 前のことだった。 わずか1年

で，これほど人の生活が変わるものかと驚

いている。福音 を聞き，教会に入ることに

よって，私の生活は180度 変 わった。活動

も，友達も前とは違う。考 えることも，望

むことも変わった。以前よりもはるか に幸

福であるのに，一方でみじめな私である。

両親 にバプテスマを受けたいと言ったあ

の 日のことを思い出す と，今でもぞっとす

る。両親は私がモルモ ンについて学び，集

会に出席していたことも知っていた。で も

私が真剣に考えているとは思っていなかっ

たようだった。 口数の少ない優 しい父は，

反対とも賛成とも言わずにじっと考 えてい

た。で も母の思いはすぐに態度に表われた。

顔からは血の気がひき， 口は固く閉ざされ

た。

「絶対 に反対ですよ
，ミッシェル。」何と

も冷たい，激怒の声だった。「絶対許 しませ

んから。 このことは二度 と口にしてはいけ

ません。J

「なぜ
， なぜなの?」

「なぜですって
。J言 い返 してきた母 の目

は怒りに燃えていた。「あなたは 自分が何を

しているのかわか っていないのよ。私 はあ

なたに大変 な間違いをしてもらいたくない

のよ， ミッシェル。私たちの言う通 りにす

れば間違いはないわ。」
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私 は，母がモルモ ンをどう考え，モルモ

ンについて何 を知 っているのだろうと思い，

母 にしつこく聞いたが，母は何 も答えてく

れなかった。ただ断固いけないと言 うだけ

}だ った
。最後 に父が 口を開いた。思慮分別

があ り忍耐強い父はいつ もこうだった。父

は母に向かって，私がもう20歳 になること

を考えるようにと言った。 あと数カ月もす

れば，私は 自分で決定できるのである。親

の許可がなくても。 ミッシェルは心の優 し

い，・賢い子 だ，勤勉で従順 で，正直な子だ，

自分の道は 自分で見つけられる子だ， と父

は母を優しく説得 していた。

私が これ まで神学を学んだ教会の牧師に

会 う ことで，話はつ いた。今 まで属 して

いた教会の信仰 と教義 につ いてできるだけ

多くのことを学ぶことになった。すなわち，

両親の勧める道 にもう一度だけチャンスを

与えるということである。それは同時 に，

モルモンにチャンスを与えることであった。

それでも私がこれまで属していた教会を離

れたい，親の勧める道を退けて末 日聖徒 に

なりたいと思 うなら，仕方なく同意しよう

というのである。

私は立ち上がると， メインデスクに歩い

た。そこには本棚 に戻す本がカー トに積み

上げられていた。 カウンターの奥で本をチ

ェックしなが ら， ロー リーが私に笑いかけ

た。

「それは私がするわ
。だからここに来て

私の後を引きついでくれない」と彼女が声

をかけた。

「大丈夫 よ
」 と答えると，私はカー トを

貞
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翌週私はバブテスマを受けた。

家族はだれも出席 してくれなか

ったが，これが私の望んだ道で

あり，親の許可も得ていた。で

も，許可を得ることと支持を得

ることは違う。

}

》

フ ィクショ・ンの棚に押 して行き，「ア」のと

ころで止まった。アダムス……アンダーソ

ン，アシュレー……。本を1冊1冊 棚 に戻

していった。私 は， 「高慢 と偏見」という

題の本を取って本棚 に入れた。 高慢 と偏見

か，私は皮肉を込めて笑った。 この数 カ月

の私の生活にあまりにもぴった りなタイ ト

ルだったからである。

牧師を訪れたことによって，私は生涯忘

れられない厳粛な経験をすることができた。

親に言われるままに重い足を引きず りなが

ら，石造 りの古 い教会に続 く道を歩き，重

い入 口の扉を開けた時のことを，今でもは

っきりと覚 えている。磨かれた堅 い床を歩

く足音だけがいやに響 いていた。牧師の部

屋の ドアをためらいがちにノックした。牧

師の部屋を見ただけで圧倒されてしまった。

厚いカーペッ トが敷 きつめられ，一方の壁

聖徒 の道/1983年2月 号

には古くて分厚 い， いかめしい本の詰まっ

た棚がずらりと並んでいた。オールレッ ド

牧師は大きな机 を前に，茶色の皮張りの椅

子に腰かけていた。 その机をはさんで，私

は牧師の真向かいに腰を下ろした。

「ところで，あなたはモルモ ンになりた

いと思っているそうですね。」牧師はいきな

りこう切 り出してきた。顔色はまったく変

わらなかった。牧師が何 を考えているのか

さっぱ りわからなかった。あれ これ考えて

いると，牧師はこう言ってきた。「あなたが

ここに来たのは，御両親のお考 えですね。」

うなず く私を，牧師はずっと見つめ，や

がてきりっとしまった細 くて長い口もとに

かすかに笑み を浮かべた。「じゃ，どうすれ

ばいいか，考 えてみ ましょう」と言いなが

ら，机に身をの り出した。

私は牧師を3度 訪れ， そのたびに手渡さ

39



「高慢と偏見』

れた本とパンフレットを読んだ。私が彼の

質問に答えた り，彼が私の質問に答えて く

れたりしたが，話 し合いはいつも礼儀 と慎

みのあるものだった。最 後の 日に，牧師は

机の向こうか ら私を見つめていた。そして

その 日話 し合 うことになっていた厚い本を

閉じた。牧師はおもむろにまゆ毛 を上げる

とこう言った。「あなたの御両親の望まれた

ことはすべてしました， ミッシェル。私が

あなたに教えられることは もうあ りません。

それはあなたにもわか っているはずです。

もうあなたは自分で決定 しなければな りま

せん。」・

牧師は何かちゅうち ょしているようだっ

た。牧師の表情に引きつけ られ，その優し

い声に何かを感 じた私は，いつ しか身をの

り出していた。すると突然，牧師は椅子を

押して立ち上がり，書棚 に静かに近づき，

1冊 の小さなうすい本を取 り出した。机に

戻った牧師は，その本を私の 目の前に差し

出した。皮表紙の文字がよく見えてきた。

そこには 「モルモ ン経」と書いてあったの

である。

「そうです
。 これはモルモン経です」 と

牧師は言葉 を添えた。「私はこの書物から説

教の題材をいただいているのです。」牧師の

声は穏やかだったが，心の奥底まで しみわ

たり，私は胸が高鳴るのを覚えた。そして

温かく，ぞくぞくするような思いを感じた。

「できることなら
，私 もモルモンになり

たいと思います。」牧師はモルモン経を手 に

取ると言った。「でも私は牧師です。それが

私の生きる道です。みんなそうでした。父
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も牧師でした し，祖父もそうでした。」彼は

しばらくじっと見上げていた。その 目は何

とも悲しそうだった。「もし私 があ なたな

、ら」と牧師は，柔 らかいがしっかりとした

口調で続けた。「私は末 日聖徒 イエス ・キリ

ス ト教会に入るでしょう。」

オール レッ ド牧師は立ち上が り，本を書

棚 に戻 した。私 も席を立 った。交わす言葉

はもうないと思っていたが，私の思い違 い

だった。牧師は ドアの前で私 を見つめなが

ら，温かい握手をしてくれた。「今晩私がお

話したことは，あなたの心の中に留めてお

いて下さい。他言 した時には，そんなこと

は言わなかったと否定 しなければなりませ

ん。私とあなたの どちらの言うことを人は

信 じるか，それはあなたにもわかるで しょ

う。」

私は 目で うなずいて，ほほ笑んだ。圧倒

されて， それ以外のことはできなかった。

何 ともすがすがしい静かな夜を，ひとり家

に向かった。

翌週私はバプテスマを受けた。家族はだ

れ も出席してくれなか ったが，これが私の

望んだ道であ り，親の許可も得ていた。で

も，許可を得ることと支持 を得ることは違

う。 あの優 しい父も，賛成も理解 もしてい

ないことに対 して援助の手を差し伸べよう

とは言えないようだった。

母は自分のまわりに堅い殼をめぐらし，

私 に対 してバ リケードを張った。「仕方ない

わ。だんだんわかってもらえる。難 しいか

もしれ ないけれ ど。それまで我慢しなけれ

ば」と私は 自分に言い聞かせた。

，1
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「モルモン教会に入ったその時

から，あなたは私たちや私たち

の大切にするすべてに背を向け

たのよ。.もう私たちの家族 じゃ

な：いわ。」

覧

鼻
憶

しかし受け入れるそぶ りも見せない母だ

づた。数週間後，だれ もが落ち着きを取 り

戻 し，前 と変わらぬ生活にもどった。 そし

て，私がモルモンになったという事実を家

族全員が無視 した。私が どれほど変わった

か，家族は理解していなかった乙興味も示

さなければ，気にもかけてくれないのであ

る。つれない家族だった。私 にはだれも話

しかけて もくれない。私な りにたくさんの

ことを学び，見いだし，成長 していたのだ

が，家に帰ると，、だれも何 も聞いてこない

し，知 りたいという様子 さえ見せなかった。

きっと，無視すれば，そのうち消え去って

しまうと考えたのだろう。それに して も母

は弟や妹たちには何を したのかなどとよく

聞き，楽 しく笑ったりしていたが，私には

話しかけようともしなかった。ひとつ家に住

んでいなが ら，そんな具合いの毎 日だった。

意思の疎通 もなければ，心づかいも，思い

やる気持ちももうなくなっていたのである。

1年 以上も交際 してきたボーイフレン ド

のブライアンもあまり来なくなったと思っ

ているうちに，電話 もまったくくれなくな

った。ふた りの共通点が もうないからだ。

高校時代 からの親友で， よく映画に行 こう

とか， レコー ドを聴 こうとか，泳 ぎに行か

ない一とか 言 っ{き た.コー リンでさえ，も

う何 も言ってこない。彼女が悪いのでもな

いし，私が悪 いのでもない。私はパズルの

半端の1枚 で，私の埋める所はなかったの

である。

支部に若い会員たちが幾人かいれば助け

てもくれ ただろう。で も，フランクリン市

の支部は小さくて，青少年 と言ってもロー

リーと彼女の、雪・た りの弟だけだった。支部

も成長 してきているので，青少年 もやがて
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「高慢 と偏見』

は増えるだろうが，今の ζころ，先の3人

に私が加わったにすぎない。

空卿 一 トを机のξころ.に戻すと・ もう

終了時間だった。 ，

「大丈夫?元 気ないみたいだけど」 とロ

ーリーが声をかけた。

「ちょっと考え事」と私は答えた。ロー

リーは優しかったが，私の苦 しい胸の内を

本当にはわかっていなかった。彼女は教会

員の家庭に生まれ1両 親は信仰の強い， 熱

心な教会員だったからで ある。彼女の家で

は家庭の夕べ も家族の祈 りも行なっていた。

そんな彼女に，母親に相手 にされないこと，

また弟たちか ら荒々しい言葉を投げかけ ら

れること， 父の困惑した悲しい 目を見るこ

とが一体 どういうことなのか，わかるはず

がない。

私は図書館を出て，駐車場 に向かった。

夕方になり， 日中の 日差しも和らいでいる。

松や，図書館の壁をはうバラの香りがさわ

やかだ。私の心は晴れ，すがすがしい気分

になった。私のしていることは間違ってい

ない，そう実感する私 だった。そのことに

ついてはこれまで断食し祈った。今は，信

仰を持って，決心 したことを行ない続ける

だけである。

玄関に入ると，脇のテーブルの上 に置か

れた白い封筒が 目にとまった。私の名前が

タイプされており，すみにブ リガム ・ヤン

グ大学 とあった。 ふるえる手で封を切 った。

入学が認められた。それに， ウイスコンシ

ン大学のカウンセラーが推薦して くれ た奨

学金 も受けら れることになったのである。
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私 はその手紙 を何度 も何度 も読んだ。信じ

られないが，夢が実現 したのだ。

ふと顔 を上 げると，玄関に母が立ってい

た。「何 も言わなくてもいいわ，あなたの顔

を見れば察 しがつ くわ。」

「お母 さん9∴一」私が話 そうとすると，

母の目には激しい怒りが表われていた。

「あなたは 自分を何様だと思っているの。

うぬぼれが強くて，ひ とりよがりな 自信過

剰家じゃないの。私の姉のベ スとそっくり

よ。姉がどんな人だったかあなたも知 って

いるで しょう。ベスは私たちを見捨てていっ

たのよ。 あなたもそうしようというのね。」

「お母さん」私はたまらなくなって叫ん

だ。 「私はお母さんを見捨てた りしないわ。

大学で勉強するために，9カ 月だけ家を離

れるだけよ。」

「そう
， ミッシェル。で も戻ってこなか

ったらどうなるのよ。 ベスはそれっき り帰

ってこなかったわ。J、

「それは違 うわ
。おばさんは恥ずか しい

ことをしていて， おじいち ゃんが追い出し

たのよ。そして戻れないようにしたのよ。」

母は私 にきつい視線を向けていた。「モル

モン教会に入ったその時か ら，あなたは私

たちや私たちの大切 にするすべてに背を向

けたのよ。 もう私たちの家族じゃないわ。

あなたがユタヘ行くというなら，それで最

後の絆 も切れるってわけね。」

「お母さん
，お願いですから，そんなこ

と言わないで。」私は母 にすがろうとしたが，

身をかわされてしまった。

「私に向かって
， よくもこんなことがで

A



きたものね。」母は大きな声を上 げた。「自

分勝手で冷たいことがね……。ベスは妹の

私を見捨てたわ。姉 に一番いてほ しい時に，

私から去っていったのよ。 ミッシェル，あ

なたもベスと同じね。そっくりだわ。」

私は台所 にとび込む と，裏 口か ら静かな

庭に出た。夏の夜はさわやかなのに，私は

寒ささえ感じ，震えが止まらなか った。母

が家出したベ スおばさんと私のことを一緒

に考えているなど，思 ってもみなかった。

厳格な父親に勘当され，家を追われてどこ

かでひっそり人生 を送っているベスおばさ

んの話 は前か らよく知 っていた。子供心 に，

甘 く悲しいロマンチ ックな話 だと思ってい

た。でも，この私がその話の主入公にさせ

られるとは考 えてもみなかった。母はどう

して私も同じような道をたどると考えてい

るのだろうか。私のことを恥ずかしいと思

っているのだろうか。祖父がその昔，母の

好きだった姉 を勘 当したように，私を勘 当

したいと思っているのだろうか。

その夜，弟のポールが部屋に入ってきた。

「少し言いたいことがあるんだが，姉さん

はひどいよ。」

「ひ どいって
， どういうこと?」 私は聞

き返した。

「わかっているくせ に。お母さんを怒ら

せたりして。 わめき散 らして僕らみんなが

悪いと言った り，夜になって も泣いている

し， もう面倒はた くさんだよ， 姉さん。」

「ポール
，それは違 うわ6」私ははっきり

と言っ た。胸につかえていたものがだんだ

ん大きくなり，非難されるたびに謝る 自分
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が間違っていることに気づいた。「私、面倒

を起こした覚 えはないわ。」 ，

「そう言うけど
、実際起こしているよ。

姉さんはしたいことをしているからいいよ

ね。だけどおかげで家族みんながみじめな

思いを しているんだよ。」

弟は私 に弁解の余地 もくれずに，さっさ

と部屋を出ていった。涙があ.ζ・れそうにな

った。あまりに一方的で冷たい言葉 だった。

で も， どうしたら弟に本当の こと，私の心

の内を理解 してもらえるのだろうか。

その後，妹のケティーが，お休みなさい

を言いに来た。 大きな純真その ものといっ

た目で私を見上げ，こう言った。「お姉さん

はどうして私 たちのところから逃 げ出した

いの?お 母さんが言っていたけど，お姉さ

んは もう私たちのこと愛していないって，

だから出て行 くんだって。」

私はケテ ィーを引き寄せて， しっか りと

抱 きしめた。「そうじゃないわよ，ケテ ィー。

お姉さん，あなたのこと大好きよ。私が出

て行った後，楽 しみにしていてね。毎週ケ

テ ィーに手紙を書 くわ。 それに，小包みも

送るわよ。」

妹の顔に喜びが少しもどってきた。私は

妹を抱きしめて，何度 もキスをしてあげた。

私はベ ッドに入ったが，なかなか眠れなか

った。母は何をしようというのだろう。 自

分の思い通 りにならないからといって，な

ぜ私につらく当たるのだろう。

それからというもの，来る 日も来る 日も

ゆ ううつだった。，時には母に腹を立て，仕

返 しをしたいと思 った りした。そうかと思
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うと，まるで小さい子供のように， 自分で

は何 もできないように感 じて怖 くなり，母

に抱き締めてもらいたい，慰めてもらいた

い，涙をふいて もらいたいと思 うこともあ

った。母のために，将来に対する期待と興

奮に水をさされてしまった私は，弱気にな

り，行くべきではないのかなとも思 ったり

した。で も，祈 りは何度 も答えられてきた

し，進むべき道はこれだ という知 る辺も，

与えられすぎるほ ど与えられている。私は

いつ も，万事は好都合 となると自分に言い

聞かせていた。私が出て行けば，家族は も

っと気持ちが楽 になるだろう。摩擦 と不和

の原因である私が近 くにいなければ，家族

は私のことを理解しやすくなるか もしれな

い。大きな心で思いや りを持って私を見て

くれるかもしれない。そして，少 しは私が

いなくて寂 しいと思 い，私の存在を認めて

くれるだろう。

でも不安だった。それに理解 してくれる

人がだれも.いなかった。 ロー リーだけが，

私の今の状態をわか ってくれ， シオンに行

くことによって，すべてが光輝き，喜びと

なり，夢が実現することを知 っていた。で

も，ユタは生まれて初めて行 く地だった。

山に囲まれて生活するというのがどういう

ことか私は知 らなかった。 それにユ タに知

っている人はだれ もいなかった。 ましてブ

リガム ・ヤング大学に知人がいるはずがな

い。他の地 のモルモンは どんな人たちなの

だろう。みんなと違うことをしたり，変な

ことをしたら，私のことを笑うのだろうか。

これまでいた小 さな支部は気楽で，失敗 し
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ても大丈夫という雰囲気だった。末 日聖徒

が何百人も集まった光景は どんなだろう。

みんなが福音について私の10倍 も知 ってい

たらどうしよう。

長かった 日々 も過ぎ， 出発の 日が迫って

きた。マ ジソンの空港行きのバスに乗る前

日，私は断食して祈 った。 自分を見捨てて

いくと母から思われ，憎まれて， ちょうど

その昔おばがそうだったように母の元を去

りたくない， と私は思った。

その夜，私は夢を見た。夢の中の私 は顔

を汚した， おさげの女の子 だった。 男の子

たちに追いかけられ，夢中で走っていたが，

ころんでひざをす りむいてしまった。私は

よろよろと立ち上がって，r芝生の上を走 り

抜け，べそをかきなが ら， お母 さん，お母

さんと呼んでいた。すると母がそこにいて，

大きな優 しい腕 に私 を包み込んで くれた。

私の髪をなで上げ，ほおにキスしてくれた。

それからす りむいたひざをきれ いに洗って

赤チンをぬって，大 きなバ ンドエイ・ドを張

って くれたのである。 母の柔らかい手に触

れ，優しい笑顔を見た私は，パ ッと 目が覚

めた。

ベ ッドに起き上が って私はハ ッと思った。

母は，私が母を どんなに必要 としているか

気づいていないのだ。母 に助言や助けを求

めたのはいつだったろう。母の 目には，私

が自分で何でもできる力があり， 自信満々

に映ったのだろう。モルモンになったこと

で自分の生活から母を締め出し，その埋め

合わせを何 もしていなかった自分 に気づい

た。前 と変わらずに母 を愛し，必要とし，

'



多

大切 に思っていることを母 にわかって もら

おうと努力しなかったのである。この数カ

月というもの，悪いのはみんな母の方だと

考え，私はひとりで傷つけられ たと思い込

んでいたのだ。

次の朝，私は母に荷づくりを手伝 ってほ

しいと頼んだ。母は賢い人であったか ら，

出発前ぎりぎ りで も，私 にはとて もできな

い方法で上手に荷物 をまとめられることを

私は知っていた。 そのことを母 に話 し，母

を誇 りに思っていることを伝えるとマ母の

顔か らは固い困惑の色はす ぐに消え去った。

そして私たちは一緒 に仲良 く荷づくりに取

りかかったのである。 奇跡 と言 うにはあま

りに瞬間的なことだった。私が これ まで母

に， どんなに不安であるか， また母 を愛し，

母と別れるのが寂しくて仕方ないことを，

告げなかったのがいけなかったのだ。今で

は母の 目に怒りの冷たさはなか った。母は

バス停まで見送って くれた。私は手紙を母

の手に握 らせ，両手を差 し伸べると，母 も

手を広げて私を抱きしめ，キスをしてくれ

た。私は必死で涙をこらえた。私が家族の

みんなを心から愛していることを知っても

らいたくて，窓越しに一生懸命に手を振っ

た。

飛行機がソル トレーク空港 に近づ く頃に

は，旅 の疲れ と感情の高ぶ りで くた くたに

なってしまった。下にロッキー山脈が見え

た。陽が沈もうとしており，美 しい峰々や

岩の裂け 目，刻 々と変わる雲 と影が 目の前

に映 し出された。

やがて空港に到着した。私は混み合うタ

聖徒 の道/1983年2月 号

一 ミナルヘ と人々に押 し流されるように進

んでいったが，一緒 に歩くだれ もが出迎え

の人がいて，行 く先が決まっているように

思えた。それに比べ，この自分は何をすれ

ばいいのか，次 にどこへ行けばいいのかも

わか らず，足が重か った。その時，向こう

から年 輩の女性がや ってくるのが 目に入っ

た。 とても魅力的な人で，美しい髪の優し

そうな婦 人だった。近づいてくるにつれ，

もしかしたら知っている人かもと思い，も

う一度よく見て しまった。やは り私の方に

向かって くるようだった。私はきびすを返

して，床に 目を落とした。 でもその人が私

のす ぐそばに立 ったので目を上げると，ほ

ほえみかけてきたのである。前にどこかで

見たことがある という思いがだんだん強く

なった。

「ミッシェル?」 とその人は 自信なさげ

に尋ね た。「ミッシェル ・ブ リッグスでしょ

う。」

「は
，はい。」私はどもってしまった。

「きっとそうだと思ったわ。お母さんに

そっくりです もの。お母さんによく似て美

しい 目をしているわ。」そう言ってほほえみ

かけるのだった。「驚かすつもりはないのよ。

私はあなたのおばのベスです。」

「まさか。」私は思わず声を上げてしまっ

た。「ここで何 をしていらっしゃるのですか。

どうして私がここに来ることがわかったの

ですか・・一 。」

「あなたのお母 さんが教えて くれたのよ
，

ミッシェル。」そう言って優 しく私の手を取

った。「これまで何十年もの間，私はあなた

45



「高慢と偏見』

のお母さんに手紙 を書いてきたわ。で も返

事は一度 もなかったの。」

「と言うことは
，母はあなたがずっとこ

こにいたことを知 っていたんですね。」

「ええ。だけど認めたくなか ったのね。

私が家を出た時，あなたのお母 さんはまだ

小さかったわ。おじいちゃんという人がお

母さんに誤解させるようなこどを吹き込ん

でしまったの。わかって もらえる年になっ

た時には， もう遅かったわ。」

「わかって もらうって?何 をですか
。」

おばさんは何か考えているようだったが，

やがて 目を輝かせ始めた。「私はまだ子供 の

頃，父の反対を押 し切 ってモルモン教会に

入ったの。まだ若かったから，考えが及ば

なかったのね。父のプライ ドを傷つけて し

まって。 父は私を許 してくれよう としなか

ったわ。・私は家を出てユタに来たの。その

時父は，私がどこへ行き， どうしているか，

だれにも話さなくなったのよ。父は，私が

結婚して，3人 の孫 も生まれたというのに，

孫にも会おうとも，何 もしようともせずに

死んでしまったの。

で もね， ミッシェル。私はフランク リン

市の新聞をとっていて，あ なたのお母さん

が結婚したことを知ったわ。私はあなたの

お母さんに手紙を書いたの。 いつか何かが

あって，返事をくれることを期待 しながら

ね。」

「いままでずっと?」 私はため息が出る

ほど驚いた。

「ええ
，いままでずっとよ。それ に，・ず
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っ と主に，彼女の心 を和 らげて下さるよう

に祈 り続けてきたの。そして祈 りが答えら

れたのよ， ミッシェル。 あなたのお陰よ。」

輝いていたおばの 目にはいつしか涙があふ

れ， その手は私の手をしっか りと握ってい

た。

「で も何で…… どうして……」私にはま

だ理解できなかった。

「お母さんから手紙があって
，あなたが

モルモン教会に入ったこと，ブ リガム ・ヤ

ング大学へ行 くことになったのでよろしく

頼む と言 ってきたのよ。」

「お母さんが…… そう言ったの…・9・?」

おばは うなずいた。「あなたは大事な宝だ

って言っていたわよ。」

私は涙でおばの顔がよく見えなかった。

涙をこらえようとするとのどが痛んだ。私

の祈 りとベスおばさんの祈 り，そ して高慢

と偏見を克服し，私 に犠牲 と愛について教

えてくれた母の祈 りがそこにあったのであ

る。私は私の手をにぎりしめている美しい

おばに， にっこりとほほえんだ。

「これからが大変だわ。」私は言った。

「頑張るのよ
。」おばは，私が言 えなか っ

たこともすっか り理解 してくれているよう

な気がした。

「はい
， やります。本物の末 日聖徒にな

りたいし，お母さんが誇れるような娘にな

りたいと思っています。」私はこう答えた。

(こ れは，実際にあった若い女性 の経験 を

物語化したものである)

へ
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お も だ

いたころのことを思い出しました。
とう かあ

そのころは,お 父さんやお田さんも
うた う た

ギターをひいたり,歌 を歌ったりし
おとうと

て,ロ マノも弟といっしょに,よ く

キャッキャッとわらったものでした。
まつ あ さ き

デル･グ リ〔コの祭りの朝が来まし
いちばん

た。ロマノは一番 いいズ ボンをはき,
か き とう

まっ赤なシャツを着て,お 父さんや
かあ で

お田さんといっしょに出かけました。
あ る かあ あお

歩くたびに,お 田さんの青いだんだ
はな

んの花のようなスカー トが,き ぬず
おと

れの音をたてました。でも,コ オロ
こえ き

ギの声は聞こえませんでした。
まつ おんが く き

お祭りの音楽が聞こえはじめまし
ひろ ば ひと みせ

た。広場は人でいっぱいです。お店
で な

もたくさん出ていて,コ オロギも鳴

いていました。コオロギのコンテス

トのしんぱんが,ロ マノのコオロギ
ちか なんかい

の近 くに,何 回かや ってき ました。
むし

[コマノは虫カゴのそばをはなれずに,
な

｢き っと鳴いてくれる
｣と しんじて

き みみ た

聞き耳を立てていました。でも,と
な

うとうロマノのコオE]ギ は鳴きませ
き

んでした。ロマノは,く らい気もち
かえ

でアパートへ帰っていきました。
ゆう む し

タやみのせまるころ,ロ マノは虫
で

カゴをもって,ま たアパートを出て
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まち

いきました。町をはなれたおかに,
お も

コオロギをはなしてやろうと思った
むし

のです。おかにのぼると,虫 カゴの
と

戸をあけました。すると,コ オロギ
そ と だ

は外へとび出して,ロ マノがあんな
うた うた

にまっていた歌を歌いはじめたので
うた だ

す。｢や っぱり,や っぱ り歌い出 した。

でも,お そか ったよ。｣そ うロマノは
なか

つぶやいて,く るりとせ中をむける
いえ かえ

と家へ帰っていきました。
ちか く

アパートの近くまで来ると,ま ど
あ み あか

に明かりが見えました。明るいへや
なか とう かあ

の[‡〕で,お 父さんとお田さんが まっ
む し

ていました。ロマノは,虫 カゴをも
あ み とう

ち上げて見せました。お父さんは,
かお

おどろいたような顔を しま した。

｢ぼ く,コ オ 〔コギをはな してや っ

たんだ。｣
か あ

すると,お 田さんがうなずきなが

ら,｢い いことをしたわねコといいま

した。
くひ

ロマノは,首 をふ りな がらいいま

した。｢で も,も う,し あわせ は来 な
なか かい な

いね。このへやの[Pで,/回 でも鳴い
き

てくれたら,し あわせ が来た のに。｣
とう た

すると,お 父さんがいすから立ち
あ

上がって,ロ マノのかたにうでをま



。ヨつ皐､りユつ円口濃`⊇障(弘り
ヨヤセ

ヨα二塔卑Ω一9自到〆ムロ`ユつ老 電γrΩ

。9つ聖皐Ω
一n/2ミΩ⑦つ?⊂老ρ⑦

灘
蘂

､

｣

鱗

蒙

[
爾

､

　

　

く
お

ヒ

　

じ

げ

ド

欝
㌦
講
鞍

翻
　羅

　鰍
欝蔑娯

。
為綴財｢

`コ中(囲r(P〆△□

4遊～ζコ=

。ヨ'∩ユ霞

窪埠
`訂こα£f⑦?2軍誉?2､り

醤μ/と口。葺n睾､りユ(二9Cヒ〔==

`皐】(⊃身､91。ヨ/｢準'}耳冒首孕盗

　ザヰしヰ

⑦r》皐田卑?几〆皐蔦建`到/ムロ
をヨ

｢。諦£､りkり。9｢》ヨ⊂(;きユ

つ2】再Ck璽つ孕詳口に〔旦皐､｢〆`剰 くへち

{廻⊆2。Ckψり旦(選(下再α塑つ:θ}巾⑦
マタし　ゆ

ql`＼り9⊆20α､り旦(き瓢り､り`到
9ごコ

?2旦｢》老｣。ヨつ皐＼り､り(ヨρ置つCk



1噸難 蝦灘購

ひ ふ で わ か るっ て

す ば ら しい ベッツィー･がンド

滋:謹恥

自鑑;し嘉蒲稀 勃 鶴 懸
あ。やわらかいかなあ。それ とも,す べすべ してま

すか。それとも,モ ゾモゾうご くかな。

どうして,そ れがわかるんだろう。それはね。ひ
ちい

ふがあるからです。ひふには,小 さな しんけいがあ

って,な にかにさわると,か んじるんです。
ちい

この小さなしんけいのことを,｢か んかくきかん｣

といいます。｢かんかくきかん｣に は,ひ ふのおもて

にあるのも,お くにあるのもあります。
け

たとえば,か みの毛をギュッとひっぱったら,い

たいで しょう。
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わたしの

お友だも
へ 曾

しちじゆうにん

へんしゅうぶでは,七 十人だ
いち かい

い一 てい いん会 の,ジ ー ン･ア
ちよう

一ル･ク ック長 ろ うに
,イ ンタ

はなし

ビューをして,い ろいろとお話
き

をお聞きしました。

㊨ たし1よ ユタしゆう り
ちい

一ハイの小さなびょういんで
,

う とう かあ

生まれました。お父さんとお田
おんな こ

さんは,女 の子がほ しかったの
な

で,わ た しにジーンという名 を
な

つ け ま した。(ジーンという名 は,
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　 ･羅 蘇

おとこ こ おんな ご

男の子にも女の子にも,つ ける
ちい

ことができます)小 さいころ,
な

わたしにはあだ名がありました。
かあ

お田さんがつけたのですが,モ
むし

ゾモゾ虫っていうんです。なぜ,
な

そんなあだ名をつけられてしま
かい とき

ったかというと,し ゆう会の時,

ぜんぜん しずかにすわっていら

れなかったからなのです。
かあ

わたしのお田さんは,け んか

のなかなおりをさせるのが,じ
きようだい

ようずでした。兄弟げんかをし
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おくってもらえるようにしてお

かなければならないんだ。｣する
と う

と,お 父 さん はい いま した。 わ

た しは,そ の ことば を,け つ して
まえ

わす れ ないで しょう。｢お 前 は,
とう ほんとう どう

父さんが本当にでん道のための
かね だ ヨ お も

お金を出させるとは,思 ってい

なかったのじゃあないかね。そ
とう まえ

うなんだ,父 さんは,た だお前
まな

にはたらくことを学んでほしか
とう まえ

ったんだよ。父さんはね,お 前
どう

のでん道をたすけるというしゅ

くふくを,な くしたくない。お
まえ きん

前は,ぢ ょ金をしたね。そのお
かね どう

金は,で ん道がおわってからつ

かいなさい。｣
あに

兄のロンも,い つもわたしを
よ

たすけてくれました。ある夜の
せいしょうねん

ことでした。ロンは青少年のし
かい かえ

ゆう会から帰ってくると,こ う

いいました。｢だれにもたよらず
じ ぶん じ ぶん

に,自 分で自分 のあか しをもち
せんせい

な さい って,先 生か らいわ れ た

ん だ 。｣[コ ン は,ま る で｢よ げ

ん｣で もす る よう に,い いま し
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じ ぶん

た。｢ぼ く は,自 分 の あ か し を
じ かん かね

もつん だ。時 間だ っ て,お 金だ

って,い く らかか った って,ぼ

くはか まわな い。｣
よ

ロン は,せ いて ん を読 んで,
きょう

べん勉 しはじめました。そして,

だんじきと,お いのりもはじめ
あさ ひ

ま した。 そ う して,あ る朝,日
たか

も高 くな った こ ろ,と つぜ ん,
からだ みぎはんぶん

ロンの体の右半分がきかなくな

ってしまったのです。ひどくい

たむらしく,ロ ンはやっとのこ
くち と う

とで□をひらき,お 父さんに し

ゆくふくしてほしいといいまし
とう

た。そして,お 父さんがしゅく

ふくすると,い くらもたたない

うちに,ロ ンは,う そのように

なおってしまったのです。ロン

〆･･　 編 駄 田 縦

〆･
。扁
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『 亘

｢1
一

せ い さ ん
マ リー ン･エ バ ー ト

曾
い

○○○に,こ とばを入れてみましょう。

り.苗 しゅう,自 よう[当には○○○○

をうけます。

2.せ いさんをうける蒔,わ たしたち

は,○ ○○･○ ○○○さまをいつ

もわすれませんとやくそくします。

;3.そ して,バ ブテスマの蒔にかわ しお も
た○○○○をまもることを,思 い

おこ します。

き

4.○ ○○○な気もちで,せ いさんを
せい

うけることは,き よい生かつを し
しん たた ほう

ようとけっ心する,正 しい方ほう

です 。

一 II
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ペ ン サ ー･W･キ ン ボ ー ル 大 管 長 の

.ス第一副管長であ ったN･エ ル ドン･
タナー副管長は,去 る11月27日 にソル トレ

ーク･シ ティーの 自宅で息 を引き取った。

医師の診断によれば,死 因は心臓疾患(心

不全)と のことである。 タ.ナー副管長は,

ここ数年来神経系統の慢性疾患に冒され,

病 気が ちで,徐 々に視覚と言語に障害をき

たしていた。 しか しながら,教 会の責 任は

十分に果たし,死 の前 日まで,事 務所で働

いておられ たほどである。
に

散 タナー副管長は,1960年10月 に十二使

徒定員会補助に召され,そ の2年 後 に十二

使徒定貫会会員として支持され,さ らに1963

年以 来,4人 の大管長の副管長を務めてき

た。まずデ ビッ ド･0･マ ッケイ大管長の

第二副管長 として,次 にジョセブ･フ ィー

ルディング･ス ミス大管長の第二副管長,

さらにはハロル ド･B･リ ー大管長の第一

副管長,ス ペンサー･W･キ ンボール大管

長の第一副管長.を務めた。

キンボール大管長は,第 一副管長 である

タナー長老について,か つてこう語った。

｢子 供のように親しみやすく
,父 親のように

賢明で,優 しい兄のように私を愛 してくれ
け う

る入です。実に稀有な人となり(人 格)の

持ち主です。 父親として,友 人,兄 弟,実

業家として,市 民,あ るいは社会の指導者

として,主 イエス･キ リス トの使徒 として

so

■

嚇

触

難

響

･盈

嘱

､
/
翻

磁

噸

寮

.↓
ず

自認 しているいかなる義務 も,彼 は避けた

ことがありません。｣

葬儀 は11月30日,キ ンボール大管長の.管

理の下に,テ ンプルスクエアのタバナクル

において執 り行なわれ,数 千の弔問者に向

けて,キ ンボール大管長の弔詞が大管長め

秘書であるD･ア ーサー･ペ イコック兄弟

により代読された。 司会は,ゴ ー ドン･B .･

ヒンクレー副管長が行なった。また,エ ズラ･

タフ ト･ベンソン十二使徒定員会会長,十 二

使徒定員会のマービン･J･ア シ ュ トン長老,

ビクター･L･ブ ラ ウン管理監督,そ して

地域杜会における指導者のB･Z･キ ャツ

ラー･ジ ュニア氏が,タ ナー長老の主や家

族,地 域社会に対する献身について称賛の

辞を送った。加 えて,大 管長会第二副管長

のマ リオン･G･ロ ムニー副管長が告別の

祈 りを捧げ,.七 十 人第一定員会会長ゐフラ

ンク リン･D･リ チ ャーズ長老が閉会の祈

りを捧げた。音楽はモルモンタバナクル聖

歌隊。 また,ソ ル トレーク･シ ティー共 同

墓地に設けられたタナー長老の墓は1十 二



T9

｢。ゑユ(09率∩ユ∩瞬葦〉L巨

`=～曾
【ヘユG射母⑦(}⑦》翅(o重酢`2～障

身64匙【4=～撚【4=～/(･一×.ぎ4阜一4(き穿2

。マ∩ユ艇宵(o壬巡ユ(を睾`9老。4∩
､ユ9

ゴ(o矩晋創白申9q二～臨`彰[ヨ}`ア1白4･Σ《
ハヰコぜ

。写∩率qユ辞勲畢ユ当}[劉絃嬉赫`‡llコ～誉
:鳥

曖一羊6二～～ぢ(o推。ゑ翠(査ユ耳職'景つ¢1用

q量'qつ議4∩ρ駐ユ⑫γ》溜遙`罪1粒｣

。=¥∩呈呈ユ【へG⊃122(o産型･<4･4ムL

手6象珊21トト侮二y4r∠.(05羊4`享1暴覇

盈鳥/<44､乙(i}禦ユ蜜宵瓢(o醤鳥rl畳一羊6
コキい　

｢。4つ率q呈母鍵冠4G雰(〃聯翻2白

flG撃ゑミ1〈4真`罪1≧}鳥魍一一F6;｣。4レ〉

ユ吾皐⊇霞q留母×/(砕⑦孟丑一τ(oi響易

1曜一羊6⊃1嵜馳`螺率罫li年i聾･〈寸τ/で滋

｢。認∩ユユ簿欝､二L翠鱒書

`〉簿ユGユレミ～翠ゑ審畳‡り聯ξ諜(〃老。4

∩ユ1y耳準白禦‡:P2?1.～(牢融暮1`1∋,羽遷;

隊【{!盛尉=～年由擢*q∩(き皇目嚢`(挙}(ン斎景

年購蝉着且型(ρ老。畔∩率η(き窪ユG.↓伴⊃1鼻
`二～⊃1(トマ曾》甚》鯉⊃1話痒肱宰謁警`fl

誉鳥腱一羊6｣。4宮i馨罪li華i響･く刈τ･でよ

｢。ゑユ(o導【うユ自回豪･,¢1難ヨ12

盈章⊃1集`fli鷲。=¥∩､ユ!ソ吾翠∩翠に～⊇黎

9甲ゑ劉驚⊃1¥牽掴認逸¥軍`ゑ毛1i聾ユ∩

叢像豪告箕3毒國`4雫。鐸∩ユY平と翠

塗9孕暴卑(Σ真畢年儀3蕨⊃1回年qつヨ1⊃1

嵐`ユ(ン～牽⊃1⊥(ρ盈¥k(Σ(自9嘩も劉渤.

。4∩
､;LY⊇∫辞

'Σ飛禦21･㍗輿亘レ(}鋼;彫(≡甲(ρ2ア1珊`∩【{≠∩

。4つユ賜翻管ゑ髪
r多(〃醜甜甥進(ぎ岳±碧認

駒歯再手=¥翠`晦翻(o轟誘2導喜立`瞳翻

(ρ鼻ξ劃`劉團騨4『琴干に1≧壬:鳥¥(OYラ｣。4

∩擢⊆⊇毎吾鳥n豊一手6`ユ∩=～Y胃皐甲

⊃坤(o｢階劃(∂箪立｣`ア1罪誉･く刈τ⊃4孟

｢。ゑユ=～29Q=～4(ンて4茸α¥晋ユ∩遜

燦珊`母i羊壷(≡【う=～(iを望⊃1(濁4⑦i至}箪ωY

回レ:).＼ん巨‡ll醤籔(吉甲壷`‡i1律老。ゑ準白禦

G2Ω埠=～2q隊(き融‡iにLt～'撃`翻(Σ41回

{当･』rz=疹ε861/具匹(0;珍置匿

牽目.⊃1購藁q∩9皇日嚢⑦雪易n畳一一ρ6｣。4

q悲92ユ自聡21(きミ～`rl智導く∠､･てレ

｢。4〆〕ユv鳥率∩2(トコ鯉畢つ'ア1

⊃に～コ(Σ4霧欝母…雄募⑦Y`41剴秘ワ㌔巨茎購.

⊃1=～.コ〉騒1⊃鳴日看騨。;¥∩ユ阜=¥客i掛導輩

豪Ψ卑習耀マ1露溜駆Y`=～厚弓阜劔(き痺々那

`脅≧壬易陛i一手6。鐸∩睾G皐⊥ユ∩宴馴鼻

ゑ嶺弓購蒙毒¥射5(!鼻陣吐…萎ユ懸奨`⊃1暑:

⑦ユy.巨曾マ挫皐1珊。ゑ率律(き客〕無⊃1申(o

Y【唯呈導ユ。¥割(}:曹:(Σ.自鐸⊃痔シモ軸⑦⊇`‡ll

吾鳥隈一羊6｣σ管【査ユこv簸9コア1智等くム

･(レ･刈乙.4･を1∠エ⑦豊
.冨畢皐撞身=十
。蓼∩曇…孕2⊇卑

G嫁ρ導牽壷剥(ρi塗¥`勲4母呈呈塁⊃1遥¥

誉鳥¥4r一Ψ･<孝⊃1埠[則幸口縢【¢ゑヒ～(ρ盟⑦

彦鰹普晶裡一千6`創普鳥¥4r二窯･<ギ

｢。ゑユ(04η

99～}G量母(圏螺⑦Y(ρ珊創i至}星F｢1畳一≠6

`(摯ユ宰貿一(∂罷薯2v二?;目。【49f∩ユ雰

蕊/(Σ1/Y⊃1摯;〔隠嘩豪曳へ逸些彦(∂蒋4'し9累耳1(き

(4q量'qi譲`G辱〔}22§ヨー⊃1静(〃口(〃Y
ニ　

`【h⇒(oコ～⊇(Σ膨畔∩禦瞬=～Y⑦Y〕揉(グV

劉`(}=～り老o畔(≡ア∩ユ》(:0ユ6甲⊃1戦

葬(Σロ駄(!Y｣ヱ。r9:(～f∩､1).(∂(iを皐ξ).埠=～⊃

曾隠ユ∩=:19甲(026ア1皐:¥:射⑦覚⑦Y｣

。胃(⊃鍵92‡η≧千鳥¥4/一連/<土`⊃1(き量

｢。9甲

n泌究2(柏避コ源vρ～`蝉々日(ρ9哩辞

⊇。9甲∩､曵L=～⊇=¥q}∩蒋母尊去⊃1魚γ2

。享率【ヘユ!v佃宰興⊃1(汐4(〃i難`(汐乗ρ歩口

孕珊ア1つ'⑦聾Q9ア∩鉱22=¥(ン塁⊃1潭V

2`2⊃19甲⑫皐詳〉斗q}(ン軍⊃旨劉(o

推評智鳥｢1豊一≠6`ユ準曾峯鰹∩浸9ヒ⊃1者

目挫｣。4(ン量呈=～(Σ禦こL斎暮1源舞潔`(}ユG
ソユソコ

=～⊃1弱ミラ歯科(〃2(吉尋醇4翠像ユ(ン2;1遡

薯ア1坐⑦i野易雁ヨーヂ6`‡lli野易¥:･1r一評･く

ギ立中(o屡生(ρ》≧壬鳥｢1畳一鴇幸;上ア1･←

。4リミ≧騨妻自宇⊃1象普4r

T4×4んム･V･4r一=⑦首げミラ尋菖r事製藁夕



.ブラウン管理監督は,タ ナー副管長の好

んだ格言を引用 した。 タナー副管長の 人生
ほうふつ

観を彷彿させ るものである。

｢私 は問題を起こす一分子 となるよりも
,

解 決する一分子となる方がはるかに好きだ。｣

｢だれが正 しいかは大 した問題ではない
。

何が正しいかが大切なのだ。｣
きトロうきトロう

｢人 間か名声を得ることにこれ程汲々と

しなければ,世 界はもっと住みやすくなっ

ていたことだろう。｣

ヒンクレー副管長は,タ ナー副管長がど

れ程懸命に病気と闘ってきたか知る人はほ

とんどいないことを話された。｢ま ず視力が

ひどく衰えました。 もはや ものを読む こと

ができなくなった時,彼 はひどく落胆 しま

した。 そして,ま た数 カ月たつ うちに,発

音に困難をきたすようにな り,そ れが徐々

にひどくな りました。次に体 力が衰 え,歩

行が困難になりました。 しかし彼は車椅子

を使うことを頑強に拒み,自 らの脚で立つこ

とをやめませんでした。彼は最後の最後ま

で,自 主独立 と堅忍不抜の精神を持ち続け

た人でした。｣

ヒンクレー副管長は続けた。｢タナー副管

長の肉体の虚弱さ,体 力の衰 えばか りを強

調 してきましたが,心 は依然として鋭敏,
めいせき

明晰でした。その思慮分別は損なわれず,

判 断力も衰えませんでした。 そして,国 民

の祭 日である11月25日 の 感謝祭の 日まで,

毎 日大管長会集会に出席 しておられました。

最後の最後まで,彼 は実に多岐にわたる教

会の様々な問題,は るか先にしか影響 が及

ばない事柄 に関してまで,断 固とした調子

で賢明な意見を述べておられました。84歳

の老人が知的な鋭敏 さと推理能力を持 ち,

過 去の経験を思い起こして,現 在の問題に

当てはめて考えることができるとは,ま っ

たく驚異的なことではないで しょうか。｣

ヒンクレー副管長は,教 会こそタナー副

62
レ 愛 す る 同僚N･エ ル ドン･タ ナ ー副

管 長 の ソ ル トレー ク･タ バ.ナク ル での

葬儀 の 開会 を待 つ 教 会幹 部

管長の生活の基であ り,生 活構造 そのもの

だったと語った。.｢そのほかのものは皆,二 義

的なもので した。エル ドン･タ ナーは,主

により召された神聖な責任と自分 自身との

間に何 もの をも差 しはさみませんで した。

彼は,そ の生活の 中で主を第一に置いてい

ました。彼は,成 功の秘訣 について質問を

受けると,主 の言葉を用いてこう答えたも

のでした。『まず神の国と神の義 とを求めな

さい。そうすれば,こ れらのものは,す べ
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ってからは教会の系図協 会の長としてその

任を果た した。 そしてその後,大 管長会 に

召された。

タナー副管長のソル トレーク･シ ティー

における地域社会への貢献は,並 外れたも.

のである。展覧会場,展 示場,コ ンサー ト

ホール,美 術館,シ ョッピング･セ ンター,

様 々な事務所,教 会本部,そ れ に数 々のオ

フィス･ビ ルディング,ホ テル･ユ タ,歴

史的な建造物であるビーハイブハウス,プ

ロ ミス トバ レー劇場の修復などを奨励,促

進 した。

また,タ ナー副管長は様々な企業の理事

を務めると同時に,ブ リガム･ヤ ング大学

および教会教育部の理事 として も働いた。.

彼 の管理能力は,教 会関係のみならず地域

社会の組織にまで,幾 度 も活用された。

彼の高潔な人格 とその業績は,'ノ ル トレ

ークー帯の商工会議所にも認められ
,｢わ が

市の巨人｣と 称せられたほどである。彼は,

｢素 晴らしい人格者
,.深 い霊性 を持つ大実.

業家 世 界中の何百万という人々から重ん
たた

じられた偉大な指導者｣と して称えられた。

1981年,ユ タ大学ではタナー副管長を称

えて,実 業部門に百万 ドルの奨学金 を設け;

未 来の実業界の指導者育成をはかることと

した。もちろん,未 来の実業界の指導者 は,

ビジ ョン,信 用,決 断力,自 尊心,高 い理

想を持ち,タ ナー副管長のように,よ りよ

い地域社会,.よ りよい世界建設のために己

を捨てて貢献する人でなければならない。

また,ユ タ大学では,そ のような顕著な業

績のあった者に賞を贈ることとした。

1980年,ブ リガム･ヤ ング大学ではタナ

ー副管長に国際経當者賞を贈 り
,そ の栄誉

を称えて,経 営学部 と経営学大学院を容す

る新たな建物をタナー･ビ ルディングと命

名した。

ナサン･エ ル ドン･タ ナーは,1898年5

64

月9日,ナ サン･ウ ィリアム･タ ナー とサ

ラ･エ ドナ･ブ ラウン･タ ナーの8人 の子

供の頭 として,ソ ル トレーク･シ ティーで

生 まれた。生粋のユ.タ人であったタナー一

家は,幌 馬車でカナダへ行き,ア ルバータ

州カー ドス トンの北7マ イルほ どの小さな

植民部落に居を定めた。彼の母親は,最 初

の出産の折,祖 母 と共にソル トレーク･･シ

アィーに戻 った。

そして,そ の最初の息子が成長 して,教

育界,政 界,実 業界において傑出した人物

となり,一 地.区の教会活動 において もその.

.手腕 を発揮 し,そ の後,教 会幹部 として全

時間をその責任に捧 げるようになり,教 会

のために全世 界的な責任を果たす こととな

つたのである。

彼の職歴は,3つ しか教室のない学校の

校長兼教師に始まる。その後,.彼 はアルバ

ータ州の州議会議員 に選 出され
,議 長 を務

めた。 また,州 の土地･鉱 山局の局長に指

名され,そ の数年後 には森林局の局長の責

任 も加わった。16年 間,州 政府の機関で働

き,そ の後はカナダの石油,天 然ガス関係

の指導者とな り,1954年 には トランス･カ

ナダ･パ イプライン株式会社の社長 に推 さ

れて受諾,3億5千 万 ドルの 巨費を投じて,

3,200キ ロにわたるカナダ横断石油パイプ

ライン建設の指揮をとった。

タナー副管長は後年,そ の生涯を非常に

簡単につづっている。｢私 は16年 間 教師とし

て働き,そ の後16年 間行政府の役人として

働き,8年 の間非常 に競争の激 しい.1､たつ

の業種,す なわち石油関係の仕事と,パ イ

プ ラインの敷設と運営という仕事 に携わっ

た。｣

タ ナー副管長の生前,あ る人が彼をほめ
たた

称えてこう言ったことがある。｢エ ル ドン･

タナーのような人が40人 いたら,世 界の問

題は半滅するでしょう。｣



99{…}自rZ…珍ε861/真1(ρ彰ヨ巨

門
一翻騨一繍騨》｢㌔一繍～■｢㌧一

轟

1'.｢.⊃匹琿新9

レ1騨∩期2蝿..`碑コ1;｢⑦9駄晦麺鱒避.餌qユ鵬母唱毎⊃1 .』囎
鋼囎歯靴灘.･⊃1¥2管睡韓⑦車障迎⑦贈一羅脂4推

…
。=¥∩ユ⑦嘩(Σ呈呈鰍畢墜Y⑦髪認翠04∩率(､ユ律(き(圏濃

i灘騨講㍉聯1灘1講諜裂
i･}･欄寧ユ㈹曜･僻･塑購曙粉榔傷糊･ 。4∩準皐ユG源;～》準(o々Y(き【うマ互旦魁⑦中雷再`創喪【へ障鼻

管{群(o昇雪一一ρ6曾ゑ軽二N∠r[士･×丁ノ･年4律9著鰹》ア2牌曾羅膨(ρ翼)9

04∩ユ蓄留(}白f1露認`嘩鋼曾ゑ毛と…纂母鍵糞マ準。4∩ユ∩!吾率白嘩⊃1

剛'劇Y4G射濠尋劉(鴨i巨2雲縁≧千一≠6`ユ中⑦々Y464禦⊃1馳茸董軍⑦等罐

。4∩睾∩94(}豪箪冨q茸リロ…サ白階1`∩4禦2隠(汐課∩男孕母蒙(o算1雪胃

1り9曜㈱･罪1羅哩蜘老･4∩縣}∩鞘轍⑦鶴ユ∩,囎者白胃

…

ー

毒
…

c～コ曲着ユ∩老。⊇!∩準皐暉1ユ∩=～智鳥｢1豊⑦智:鳥¥⑦Yセ⊃,ユ翠1/2‡ヨ,昇;智一≠6;

。ゑ率q)
一Q劉豪¥瞬3宰¥ア幽尋》罐∩身〉阜蝉罪誉一羊6･/(討4rエ･N｣

。4∩率∩髪雛孕触稟(o¥∩捌⊃1辛繁(o

攣;拾誤躍:難籾ヱ重?∴誌鷹器¥

し

監伯年{ミ募響鳥:¥:

曾.4.園⊇1辛;璽i響･鳥禮一イニ4チ

___備働_____謎

。彫廿♀浸⊃1響鳥廻

=影ト(≠髪誓一/14くコ･8･くヨー｢:卑¢

卑ユ誉鳥禮`ゴ誉鳥艘一斑畔象普一=:▽ロ

･θ･ン(≠n△卑C攣♪一誉曼禮=髭`､へ尉コ

辛冠⑦響鳥廻一幾一イニ6･く84r工･N

。4qユ∩劉弔ユ坤睾團

⊃隣2単卿4(ρYε⊃1レ彦`費0(∂YO9`漫

⑦YセZ=～翼遙⑦岳目`アに鳩學耳⑦盟ユ∩髪

。44,9(}母鷺⑦Y9`∩曇4霧24rr[〆･4ピ

迅･為.レ･を喜⊃油76161乍1智易n里一手6

。(Σ禦ユ(04G狸

⊃1醤口呈弾¥黙¢琴⑦潟`:L∩=～管禦ユY(ρを

`髪2一手6･･く討4rエ･く吾手(∂盟胆5手

4`軸⑦彦ユ∩老｢.。螺(き9詳曾(娠¢昇曾畢

ユ⑦22曾勲禦漸季⑦Y諏耳1玉⊃1辱輩`く412

詳｣。412皐叩卑揖評q醜醇9甲ψ¥。身望

Ψ22写り(き壬1=｢白】咀コ1掛(on宗罐(Σ～禦(oユ

阜〃一E一τ=き¢暴Y卿i韻i理ユ豆ヨτ⑦難



一
収集家による

貴重な発見
予言者ジョセフの
母親の手紙
タ州プロボで,教 会歴史に関連する

回最 も古い 日付の文書を手 に入れた人
がいる。

この人は,歴 史文書の収集 を趣味 とする

弁護士ブレン ト･F･ア シ ュワース兄弟で,

ジ ョセブ･ス ミスの母 ルーシー･マ ック･

ス ミスが義理の姉妹にあてた1829年1月23

日付 けの手紙 を,別 の収集家から譲 り受け

た。

手紙 には,ジ ョセブ･ス ミスがすでに翻

訳 を開始していた古代の記録について詳 し

く記されている。1828年 の夏,マ ーテン･

ハ リスは,翻 訳ずみの原稿116ペ ー ジを紛

失 した。 彼は翻訳の業に携わる予言者を援

助 していて,懐 疑的な妻と他の特定の人に

原稿を見せる許可を受 けたので ある。116

ペ ー ジの原稿が実際にどうなったのかは現

在知 られていないが,マ ーテン･ハ リスの

妻が仕組んで盗ませたのではないか と推測

されている。原稿 を紛失 したために,啓 示

のみたまはジ ョセブ･ス ミスか ら取 り上げ

られ,モ ルモン経 として出版され る部分の

翻訳が許されたのは,1828-29年 の 冬の こ

とであった。その後,翻 訳の業はジョセブ

の妻エマの助けによって断続的に行なわれ

たが,1829年 の4月 に,オ リヴァ･カ ウ ド

難
嚢灘1

義

諺
掛
き

繍
鱗
灘

▲1829年i月 に ル ー シ ー･マ ッ ク･ス ミス

が 書 い た 手 紙 を 見 せ る ブ レ ン ト･F･ア シ

ュ ワー ス 兄 弟 。 こ の手 紙 は,モ ル モ ン 経 の

翻 訳 や 初 期 の教 会歴 史 に つい て 新 た な 事 実

を明 らか に した。

リがジョセブの言葉を口述筆記するように

なってから,急 速に進展した。

アシュワース兄弟が入手 したル乙シー･

マ ック･ス ミスの手紙は,予 言者 ジョセブ

とオリヴァ･カ ウ ドリが一緒に翻訳を始め

る3カ 月前に書かれた ものである。手紙の

宛名は｢バ ーモ ン ト州ロイヤル トン,メ ア

リー･ピ アニス様｣で,｢ニ ューヨーク州 パ

ルマイラ｣の 消印が押されている。お もし
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一
民の間にエルサ.レムとユダヤ人の国全体を

滅亡へ と追 いやったあの秘密結社 と同じも

のがあ ったので,多 くの年 月の後 に……そ

の兄弟であるレーマン人よ りも邪悪な民に

なりました。神 はニーフ ァイ人が罪悪 を悔

い改めようとしないのをご覧にな り,滅 亡

をもって報復きれたのです。｣

それからスミス姉妹 は義理の姉妹 に対 し

て特別 な証 を述べている。｢忘 れてはなりま

せん。神御 自身が数々の示現の中で,翻 訳

する力とこれ らのことを回復する力を ジョ.
ちょう

セブにお授けにな りました。 ですから,嘲
しよう

笑 に加 わ っ た り し な い よ う に 気 を つ け な さ

い 。｣

デ ィ ー ン･ジ ェ シ ー 兄 弟 は,ス ミ ス 家 族
ひ ぼう

が無教養であったと言って教会を誹誘する

人々に対 し,こ の手紙 は彼らの主張を打ち

砕 くものになると思っている。｢こ の手紙は

ルーシー･マ ック･ス ミスが,153年 た っ

た今でも容易に読 めるほど,見 事 な筆跡の

持 ち主であったことを示 して いるだけでな

く,ス ミス家 の人々が高い教養を備えてい

たことを表わしています。……また手紙の

書 き方 は申し分あ りません し,作 文や文法

の面から見ても,予 言者の母 親が教養のあ

る洗練された女性 であったことが分か りま

す。｣

さ らにジェシー兄弟の話によれば,こ の

手紙は数年後に書かれたルーシー･マ ック･

ス ミスの伝記とジョセブ･ス ミスの伝記に

見 られるス ミス家の記録が正 しいことを立

証 している。｢ル ーシー･セ ック･ス ミスの

手紙は,1830年 代 から40年 代 に記され たス

ミス家の伝記について,そ の内容が正 しい

ことを裏打 ちする同時代の証拠です。 また

家族の活動 に関する記述か ら,こ れまでは

っきりしなかった教会歴史上の出来事の正

確 な 日付が,幾 つか明らか にな りました。｣

名古屋テレビ主催

交通遺児チャリティー

(名古屋西ステーキ部名古屋ステーキ部)
F孝

6

一広報活動の｣環 とレ 灘

揮鞭 冠
　 ト 　 ゆ ゆ

1寡♂ ∴…

回
月3日 に行なわれた名古屋テ レビ主

催｢ホ リデースペシャル｣の 交通遺

児救済チ ャ リテ ィーバザー に,名 古屋西

磯愉8

1.一

懲irrr､､､rr囁r｢｢p｢囁P
∴ 懸r

･̀凄 〆r

､Q擁 こ 譲

▲名 古 屋 テ レ ビ主 催｢ホ リデ ース ペ シャル｣

ステーキ部 と名古屋ステーキ部が教会を代

表 して協賛 し,当 教会に名古屋テレビ(名
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一
馨纒1翻
開催される

1難 灘 購嚇鰯 調 ■

灘 麗融翻 羅 難
職 羅 駆 灘 .監 瓢 ､､,。,

1鐙1醐 誰 講糊.』π
青 少年160名 が 参 加 した 関東 地 区セ ミナ リー 大会｢セ ミォ リー グ ラ ン プ リ'82｣。

大聖 句 探 し大 会 で,ま ず10名 が 選 抜 さ れ順 位 を競 った 。

顯
諺
曝
契

回
月23日(火)の 祭 日,関 東地区セ ミナ

リー大会が東京 ステーキ部センター

で開催され ました。 この大会は,青 少年の

ために昨年から始められ,今 後毎年11月23

日に催されることにな ります。今年 は9ス

テーキ部合同,静 岡ステーキ部か ら高崎ス

テーキ部 までの青少年160名,役 員教師60

名 の出席がありました。82年 度のセ ミナ リ

ーは｢教 義 ど聖約/教 会歴 史｣の コースを

学習 しているため,｢恐 れず来たれ聖徒｣が

大会のテーマとなりました。

午前10時 に開会。鈴木正三地域教育部長

からのメッセー ジがあ り,ア トラクション

では教師や生徒 による琴演奏,腹 話術,手

車隊の演劇 を楽 しみました。 その後,教 育

部職員を中心 とする6人 の講師による特別

セ ミナリーが持たれ,生 徒は自分の好きな

テーマのクラスに参加 しました。 また,昼

休みには,演 劇 や展示作品の観賞,ポ ップ

ダンスを楽しみました。そしていよいよ待

望の大聖句探 し大会。出題は｢教 義と聖約｣

か ら行なわれました。1秒,い やそれ以下

を競 う緊張感。出題ごとに歓声が上がりま

す。選抜された10名 がラ ンキングマ シー ン

のボタンを手にし,順 位を判定した結果,

第1位 の白皮表紙末 日聖典合本を獲得 した
しめぎ

のは,東 京西ステーキ部甲府ワー ド部の標
やす し

康司兄弟。第2位 は,東 京東ステーキ部鎌

ケ谷支部の桑原淳生兄弟,第3位 は静岡ス

テーキ部富士ワー ド部の長谷川千春姉妹で

した。

最後に証会。最近 まで教会か ら遠 ざかっ
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一
っていました。そんな矢先でしたから,こ

の末 日聖徒イエス･キ リス ト教会の教えは,

新 鮮な感覚 と共に私の生活の中に飛び込ん

できました。ほとんど抵抗なく受け入れた.

私 は,そ れから熱心に教会に集うようにな

りましたが,そ れが今度は度を越して教会

に入りびた りとなり,帰 宅するのも遅くな

りました。初めは何も言わなかった両親 も

次第に教会 に行くのを反対するようになり

ました。それから学業 もおろそか にな り,

家の手伝いもせず,そ の上両親に対して 口

答えをするまでになっていきました。

その理由から,両 親は,私 を教会に行か

せないようにとあらゆる手段 を講 じました。

家庭内の緊張感は高ま り,私 はつ らくて毎

晩布団の中で泣きました。そんな様子を横

か ら見ていた妹は,｢お 姉 さん,い い加減 に

教会 に行 くのをやめたら?｣と 私に勧める

ほどで した。事は,段 々と悪化 して私は 日

曜 日の聖餐式 だけにしか出席することがで

きなくなりました。それで も毎週 欠かさず

教会に行きましたので,私 は,｢神 様 のこと

をこんなに一生懸命行 なっているのに,な

ぜ私は家族か ら迫害を受けるのだろう｣と

真剣に悩みました。

そんなある日,私 はふとしたことか ら父

と口げんかをしました。今 まで一度 も怒鳴

ったことのない父が初めて怒鳴ったのです。

私は,｢も う学校へなんか行かないから｣と

言って自分で も最悪の状態になったことを

感 じました。

それから両親は,私 の家の近所 に住んで

いたひとりの教会員と私を教えたふたりの

姉妹宣教師を家 に呼んで,彼 らに向か って

｢う ちの娘はお宅の教会へ行 くようになっ

て悪 い子 にな りました。教会では一体何を

教 えているのですか｣と 詰問 しました。そ

の時の私は,両 親に対 して口もききたくな

いと思った ものです。

そんなことがいつの間にか支部長さんの

耳に入 り,あ る日曜 日に彼は私 を呼んでこ

う言われ ました。｢橋 本姉妹,親 の信頼 を得

ようと思 ったら,聖 書の中でヤコブが言っ

ているように信仰に行ないが伴 うことが必

要です。(ヤ コブ2:17)そ の ためには,ま

ず学生 の本分である勉強を一生懸命するこ

と,そ して家族の一員として家の手伝いを

することです。そうすればあなたの御両親

は,喜 んであなたを教会へ行かせてくれる

で しょう｣と 。 そう言われて,私 は初めて

目が覚めたような気がしました。 そして,

今 まで 自分がとってきた愚かな言動を深く

反省し,す でに壊れた両親とめ信頼関係 を

取 り戻す決心をしました。 それが高校1年

生の春頃の ことです。

それから私は,今 までしたこともないほ

ど熱心に勉強するようになりました。 ひと

つの試験が終わったその 日から次の試験の

勉強を し,分 か らない ことがあれば職員室

まで行づて しつ こく先生 .に質問しました。

その結果,毎 回の試験で少 しずつ成績が上

が り,入 学 した時 には 中の上 の順位 から

2年 生 の初めには首位に立つようになりま

した。 また,両 親に対して も口答えをしな

いように腹が立った時には心 の中で10ほ ど

数を数 えてか ら言うように したりとか,い

ろいろとやろてみました。今 まで身につい

た性格 を直すのはなかなか難 しかったので
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國一 菊弼 疑 一§窮

｢われは汝 らを

世の塩のごとき者 とす｣

日本銀行勤務

静岡ステーキ部静岡ワード部

鈴 木 茂

う20年 以上も前のことになりますが,

も 私は 日本における数少ない家族会員
の一員 として,8歳 の誕生 日にバプテスマ

を受け,12歳 で アロン神権を授か り,神 権

者 としての第一歩を踏み出しました。

執事 として新たな気持ちで教会に集い始

めた時,当 時の支部長から言われた次のよ

うな言葉を今で もはっきりと覚えています。

｢鈴木兄弟
,兄 弟はもしかした ら日本人の

中で12歳 で神権を授けられた最初のグルー

プに属し,日 本中の12歳 の男の子 の中でた

ったひとりぎりの神権者かも知れません。

これをよく覚えておきな.さい。それだけ教

会は今の日本では小さな小 さな存在なので

す。兄弟はこれか らどこにいて も 『ここに

末 日聖徒あり』と言われるように努力して

下さい。そうすることが教会の発展にもつ

ながるのです。｣

今 から思 えば,こ の言葉が私の その後の

74

職業曝信仰鋤働一禁⑰

職業観を決定づけたようです。 ただその意

味を素直に理解できるようになるまでには

随分時間がかか り,回 り道もしました。若

さゆえに色々な出来事に悩み,苦 しんだこ

ともあ りました。 それはささやかな,し か

し私にとっては確かな信仰遍歴で もありま

した。

現在,私 は 日本銀行に勤務しています。

昨春,本 店から静岡に転勤 となり,地 域の

金融動 向調査や金融機関の経営指導という

任に着いています。 しかし12歳 当時の私が .

希 望 していた職業は これとはかな り違う も

ので した。支部長の言葉に促された私は｢世
はなばな

の中のためにな り,し かもできるだけ華々
つ

しい職業｣に 就こうと子供心に考え始め,

父が警察官だった影響 も手伝 って,検 事か

弁護士が最適 と思 っていました。 そしてそ

のための人生プランを 自分なりに作 ってみ

た りもしました。

ところが,希 望大学 に入るという最初の

段階か らつ まずいてしまい,こ んなはずで

は,と 焦る内に教会からも足が遠のき始め

ました。惨めな挫折感を味わいながらも｢何

として も出世す るんだ｣と いう気持ちのみ

が増幅 し,伝 道の計画など頭の中か ら消え

去って しまいました。

ところが,大 学4年 となり就職活動が最

盛期を迎えようとするころ,｢何 かが違う｣

という心の奥か らのこみ上げるものを感 じ,

電 車の中で人目をはばからずボロボロと涙

をこぼすという経験を しました。監督会や

兄弟姉妹の助力で私は教会 に戻ることがで

きました。 人生の岐路に立つ時 に主に祈る

特権を持つという素晴らしさに心はうち震
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一
私を改宗させたもの
二福音がもたらした

家庭の幸福一

雛灘
懸馨騰鎌嚢.講嚢懸魏 磁

釧路地方部帯広支部

石 川 康 弘

苺

総

謬鞠

は結婚するまで一度 も幸福 だと感じ

私 たことがありませんでした。その理
由として,家 族全員で楽 しく食卓を囲んだ

り,ま た余暇を利用 して楽しい一 日を過 ご

した りという記憶がまったくなかったか ら

です。ですか･ら結婚して幸福になろうとい

う気持 ちを人一倍強く持っていました。

結婚 した時は,こ れで幸福な家庭が築け

ると思いました。 しか し,そ れは簡単 に崩

れ去 りました。結婚3カ 月 目で私の母が家

を出て,私 たち夫婦と一緒 に住 むことにな

ったのです。

その.ことで私は母 と妻,兄 弟 と妻との間

にはさまれてとても悩 みました。 しか し私

のすることと言えば,た だ一方的に妻を責

め,が まんするように言 うことだけでした。

また家 を空けることが多く,お 酒を飲んだ

り,マ ー ジャンをしては電話 もせず朝帰 り

をしたり,ま たある活動で土,日 を含む週

に3,4日 は 家 を空けることもあ りました。

自分 が悪いのは分かっているのですが,妻

を責 めました。 また子供がぜんそくなのに

タバコをやめることもできませんで した。

ですか ら夫婦げんかが絶えず,ま さに私の

育った家庭のようになっていきました。

そんなある日,.あ る宗教 の人が来て聖書

について レッスンを受けていることを妻か

ら聞かされ ました。 その宗教に入るつもり

はないが,幸 せにな りたいか ら,レ ッスン

を続けて受けたいと言いました。私はその

宗教 に入らないのなら良いことだと許可 し

ました。 そういう努 力をしている妻を見て

も私は改めようとせず,こ れで少しは家庭

が良 くなるかなと,の ん気 に考えていまし

た。確かに良くな りました。 しか し,そ れ

は妻だけが成長 したのであって,家 族 とし

ての成長はあ りませんでした。

ある時,家 計が少し苦しかったので妻が

アルバイ トに出ました。 そのアルバイ ト先

で妻は末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会の会

員と友達 になりました。 そこで福音 を知 り,

何 度か教会に行 ったようで した。

ある 日,妻 はバプテスマを受けたいから

一緒に受けて欲 しいと言いました
。私は猛

反対をしま した。 しかし妻の熱心さに負け,

家 族全員で教会に行きました。

教会 に入った時,私 はとても感激 しまし
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一
読者の

家庭のタベで

が 家 が ス タ ー ト し た の は1973年 の6

我 月。早くも9年 を経過し,今 年の5
月には長女がバプテスマを受けました。次

女(7歳)参 女(4歳.),長 男(1歳)を 含

め,我 が家の最大の関心事は毎 月曜 日にや

ってくる家庭の夕べです。

家庭の夕べは9年 間続けてまい りました。

しか し,私 の準備不足と未熟さから子供 に

はあまり楽しいことではなかったようです。

母親の手作 りの リフ レッシュメン トには 目

を輝かせるのですが,テ キス トの レッスン

をしている時 に伏 目がちになって,お とな

しいことがよくありました。いろいろ考 え

た末,思 い切って変えてみることにしまし

た。子供が楽 しみに待 てるようなプログラ

ムを準備 し,そ の中から自然に霊的な事柄

を学べ るよう.に工夫 しました。｢

第1週 は家族会議。家庭 を楽 しい所にす

るために何で も話 し合 います。

第2週 と第3週 は｢聖 徒の道｣か ら子供

向けの記事 を選び,家 族で輪読 し,後 で感

想を述べ合います。子供にはコピー した.も

のを渡 し,専 用のファイルに整理させてい

ますので,安 息 日には再度読み,心 の備え

をすることにも利用 しています。 そして,

輪 読の後には楽 しい工作をする約束 になっ

ています。

第4週 は家族新聞｢す くすく｣を 編集 し

ます。長女 はカメラマン,次 女は記者の割

り当てがあるので,ど こへ出かけて も張 り

切 っているようです。

11月23日 は 多摩テ ックへ行きましたが,

記事 とイラス トを子供 に任せ,書 いてもら

いました。新聞のコピーを取 り,田 舎のお

ばあちゃん宛の手紙 にも同封 しました。

我が家の家庭 の夕べは,こ んな風に定着

しつつあ ります。子供の成長に合わせて変

化していくとは思 いますが,｢聖 徒の道｣の

大管長や十二使徒 のメッセージ,ま た子供

向けの話は小さい時から霊的な体験 を味わ

う素晴らしい機会だと思います。

私は20歳 までカ トリック教会の熱心な会

員で したが,｢聖 徒の道｣の ような霊性 を感

じさせてくれる書物は聖書を除いてありま

せんでした。なぜなら｢聖 徒の道｣に は生

ける予言者の私たちへの啓示が記されてい

るからです。最後 に,こ の末 日聖徒 イエス･

キ リス ト教会が真実の教会であることを証.

します。(町 田ステーキ 部町 田第1ワ ー ド

部･葉 山茂･33歳)
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囲
在神戸ステーキ部高等評義員の

あつかず

稲垣篤一兄弟(80歳)が,熱 い
きトけ む こん きトめ

灸を一変させた無痕灸の科学性が世 に

認められ,全 国 日本学士会から教育,

学術,文 化,産 業部門の特殊 な研究家

に贈 られるアカデ ミア賞 を11月27日 に

受賞 した。

｢ア カデ ミア賞は神様か らのク リス

マスプ レゼン トでした。何の価値 もな

い私に,も ったいないと思っておりま

す。何 よりもうれ しかったのは,晴 れ

の場所で,ク リスチ ャンとしてキ リス

トの名を証する機会があ ったことです｣

と語る稲垣兄弟はどこまでも謙虚 だ。

麟

罐､

｢9年 が かりで したが
,中 国か ら伝わ
む こ ん き 　う

った熱い灸を一変させた無痕灸の科学

性が世 に認め られて本 当にうれ しい｣

と語る稲垣篤一兄弟。写真はIl月27日

の 受賞の 日,奥 様の三枝姉妹(67歳)

と。
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